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１．御曹司の恋煩い








　月曜日、蓮はす水み瑛えい理りが会社に出勤して一番最初にすることは、副社長室のデスクの上に置かれている今週のスケジュール表に目を通して、完全に頭に叩き込むことだ。

　金曜日の時点で決まったものを、微調整が必要なら、本社──蓮水カンパニーにいる秘書の綾あや里さと早さ苗なえが整えてくれている。

　祖父が一代で興した蓮水グループは、今では国内はもちろん世界でも名前が通る企業になった為、中核会社である蓮水カンパニーの副社長を務める瑛理への面会の希望も多い。

　だが、まだ二十八歳の若輩者だ。今は実務経験を優先したい。そんな我儘を、総帥である父と、蓮水カンパニーの社長である母は許してくれた。

　そして今は蓮水建設の副社長として出向中だ。他部門と比べて比較的利益率が低い建築部門の梃入れとして、父の内示を受け取ったのが半年前になる。

　蓮水建設副社長室の、重厚な造りのローズウッドのデスクセットに座った瑛理は、手元のパソコンを操作してある子会社のデータを呼び出した。

　──有限会社香か月づき建設。

　三年ほど前に倒産寸前に陥ったのを、既に引退していた祖父が「潰すには惜しい」と買収するよう意見してきた会社だ。父以上に冷徹で経営判断にシビアな祖父がそこまで言うのはどんなものだと調べたら、蓮水グループ傘下の建設会社系では顧客満足度が飛び抜けて高かった。

　そんな香月建設を含めたいくつかの子会社を視察したのも半年前。

　彼女に出会ったのも、その時だ。

　彼女──香月美み冬ふゆの事務能力と、建設作業員相手に渡り合う勝ち気さに惹かれて、蓮水建設出向時に引き抜いたのは瑛理である。

　二十六歳の美冬は、ゆるくウェーブしたセミロングが似合う清潔感のある整った顔立ちと、落ち着いた雰囲気の女性だ。

　そして、一人の娘を持つシングルマザーだ。

　それでも、瑛理は香月美冬が好きだった。

　視察先で見た──娘に見せたのを垣間見たとも言う──やわらかな笑顔に一目惚れしてしまって以来、忘れようにも忘れられず、自分の傍に異動させた。美冬の現在の立場は瑛理の補佐役である。建築部門には疎い瑛理のサポートとして異動してもらった。

　やや強引な異動だったが、彼女は受け入れてくれた。が、瑛理の好意には気づいていない。気づかれないようにしているから、それも当然だ。

　香月建設の従業員一覧を呼び出して彼女のデータを読み進めるのも何度目だろう。

　履歴書もデータになって可視化されている。

　美冬の履歴書は──配偶者はなし。被扶養者もなしになっている。書類上は未婚女性に見える。

　だが、瑛理は見てしまっている。視察した時に、彼女を「ママ」と呼ぶ五～六歳の幼女を。

　その子に向けた微笑みに魅了されてしまったのだから、忘れようがない。

　瑛理とて二十八の青年だ。女性との交際経験がないわけではない。

　だが、シングルマザー相手は初めてだった。いや、交際どころか告白すらできていないのでそれ以前の問題だ。

　仕事上の交流だけでもいいと自分に言い聞かせているが、美冬を知るほどに、それだけでは足りなくなる。

　自分が聞き分けのない子どもに思えて、瑛理は小さく溜息をついた。

　そのタイミングで、隣室──本来は秘書室で、今は美冬が使っている──との内扉が軽くノックされた。

「どうぞ」

　入室の許可を出すと、美冬が綺麗な礼をして入ってきた。手には、薄いファイルを持っている。

　先日、営業部が著名パティシエの鈴すず倉くら百ゆ合りからの店舗建築の案件を受注した。その案件は、広報も兼ねてデザインや建具を選ぶことがあったが、広報企画課だけでなく、美冬にも鈴倉の感性やイメージに合う建具やデザイン、参考にしたいという建物を調べてもらっている。

「先日、ご質問いただいた資料です」

　先日、鈴倉から店舗にはイートインコーナーとしてウッドデッキがほしいと言われた。企画課からはＳＰ材を予定していると聞いた美冬が、鈴倉のこだわりの強さから、建築材として檜を選択し提案を改めた。

　価格は高いが、耐久性と木目の美しさなどを考えたら檜が一番いいらしい。

「ああ。君は檜を提案していたな」

　それで一旦持ち帰りになったのだ。

「檜だと単価も高くなる。それを措いておけるメリットがあるのか？」

「メリットと言いますか……先日、鈴倉様が手がけたお菓子を購入しました」

　鈴倉は現在フリーのパティシエとして、ある有名パティスリーに勤めている。美冬は彼女が手がけたケーキを事前に聞き、その店で購入したという。

「オペラをいただきました。今はご自分のお店ではないので、材料に妥協しているとおっしゃっていましたが、とても美味しかったです」

「俺も食べてみた。材料に妥協した味ではなかったと思うが」

　人気のパティシエだけあって、美味だった。だが、鈴倉は、チョコレートからバターや小麦粉の産地までこだわりたいらしい。

「はい。それでも鈴倉様は満足なさっていない、つまり、コスパより質を重視なさる方だと思います。ですから」

　上質な素材を好む鈴倉の店なら、全体は無理でも、ウッドデッキ部分だけでも天然材で造ってはどうかと言う。

「原材料費が上がるが、それはどう納得してもらう？」

「人工材よりは天然材希望と、受注書に但し書きがついています。檜が高すぎるということでしたら、イペでは如何でしょう。費用計算書と、木目のサンプルはこちらです」

　美冬にそう提案され、受注書の控えと試算表などのファイルを受け取って、瑛理はノンフレームの眼鏡を掛けた。

「……確かに。防腐剤を注入したものより自然材を希望されているな。檜かイペでどうかと企画課に戻してみる」

「はい」

　ほっと一息ついた美冬に、瑛理は小さく頷いた。

「それでは、失礼いたします」

　綺麗に頭を下げて退室しようとした美冬を呼び止める。

「香月さん」

「はい？」

　内扉のドアノブに手をかけていた美冬が振り返る。

「いや、何でもない。呼び止めてすまなかった」

　──つい、昼食を一緒にと誘いかけてしまった自分を抑え、瑛理は首を振った。

「？　御用がおありでしたら」

「用というほどのことでもないんだ」

「はい……」

　怪訝そうな表情の美冬というのは、結構レアだ。いつも落ち着いている彼女の一面を見られただけで、よしとする。

「用があったらまた呼ぶので」

「はい」

　瑛理がはっきり言うと、納得したのか、美冬はにっこりと笑った。

　──その笑顔を向けてくれるだけでいい。

　報われない恋なのに、いつまでも手放せない自分が、瑛理は少し情けなかった。
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　美冬が一ＬＤＫの賃貸マンションに帰宅すると、玄関に母の靴が揃えられていた。

「ただいま」

　そう室内に呼びかけると、部屋と玄関を仕切る摺りガラスに小さな影が映る。

「ママ！　おかえりなさい！」

　そう呼ぶなり抱きついてきた姪っ子──エリカの後ろで、母が笑っている。

　美冬は基本的に残業はしないのだが、時折、そういうわけにもいかなくなる。そんな時は、やや遠方だが日帰りできる距離に住む母に、エリカのお迎えをお願いしていた。

「お帰りなさい。エリカはいい子にしてたわよ」

「ありがと、お母さん。エリカ、お留守番ありがとう」

　そう言って美冬が頭を撫でると、エリカはぎゅっと腰に抱きついてきた。

「ママはおしごとだもん。だからエリカがおるすばんしなきゃ」

「うん。ありがとう」

　もう一度礼を言って抱き上げたら、エリカはくすぐったそうに笑う。

「夕飯、作っておいたから。エリカがママと一緒に食べるって言うから、私もまだなの」

「はい。エリカ、ママ、手を洗うからちょっと待っててね」

　美冬が手を洗ってリビングに入ると、座卓の上に母の手料理が並んでいた。

　鯖の南蛮漬け、ほうれん草の白和え、肉じゃが。それに豆腐とタマネギの味噌汁といった素朴な母の手料理に、美冬は懐かしさを覚える。蓮水建設に異動する際に引っ越してからまだ三ヶ月程度なのだが、既に実家が恋しい。

「いただきます」

「はい、どうぞ。──それで？　蓮水さんところの仕事はどうなの？」

「うちとは規模が違いすぎて大変。資材の手配とかスケジューリングとかは専門の部署があるけど、それ全部把握してないと駄目だから」

「専門の部署があるのに？」

「そう、あるのに。そこに駄目出ししたり決定したりするのが私の上司で、私はそのサポートだから」

「引き抜かれておいて何だけど、あんたにそこまでの知識はないのにねえ……」

　母が溜息をついた。ご尤もで、美冬は建築会社の娘とはいえ、他の人に駄目出しできるほどの知識はない。

　それは瑛理も同様なのだが、彼は素人目線からの提案や駄目出しをするのが仕事だ。そこを、美冬が知識を振り絞ってサポートしている。

「おばあちゃん、ママをおこってるの？」

　小さなプレートで食べていたエリカが問いかけると、母は慌てて否定した。

「怒ってるんじゃないの。ママも大変だなって話」

「ママ、たいへんなの？」

「うん、大変。でも、エリカがいるから大丈夫！」

　そう言ったら、エリカは嬉しそうにきゃあ、と小さな声を上げた。

「はいはい、仲がいいのは結構だけど、食事中はやめなさい。きちんと食べてから、ね」

　母のお小言に、二人で「怒られちゃった」と肩を竦めた後、食事を再開する。少し薄めの味つけの母の料理は、心が温かくなる。

「明日おばあちゃんは帰るけど、ママがお迎えに行くから、いい子にしててね」

「うん。ちゃんといい子でまってる」

　エリカはこくんと頷いて、大人しくおかずを頬張っている。美冬も、肉じゃがに箸をつけた。

「──美冬」

「はい？」

　次は南蛮漬けを食べようと考えていた美冬に、母が躊躇うように口を開いた。

「その……あんた、いつまでエリカの母親を続けるつもり？」

「いつまでって……美み春はるが戻るまではずっとよ」

「でも、あんたも二十六だし。そろそろ誰かいい人……」

　気遣うような母の言葉に、美冬は吹き出した。

「まだ二十六です。美春が二十歳で結婚したからって、お母さん、ちょっと焦りすぎでしょ」

「でも」

「今は女の人だって三十歳過ぎて結婚する人も多いんだし。美春がいつ戻るのかはわからないけど、私はまだそんなつもりないから」

「あんたがそれでいいなら、口出しする気はないけど……」

　そう言いつつも、母は渋い表情のままだ。

　美春は、美冬の双子の妹である。

　六年前、二十歳でエリカを妊娠し、その父親の新しん藤どう和かず也やと学生結婚した。大学を出た後は二人揃って看護師になり、三年ほど前から海外の貧困国に医療支援として派遣されている。

　美春の看護学部在学中は両親が、二人が勤務するようになってからは病院の託児ルームでエリカを預かってもらっていたけれど、海外派遣となればそうもいかない。

　和也は香月家に婿入りしたから、あちらの両親に預けるのも申し訳ないし、かといって治安の悪い場所に幼いエリカを連れて行くのも不安だ。悩む美春を見かねて、美冬がエリカの母代わりとして養育することを申し出たのだ。

　美春は最初は「お姉ちゃんにそんな迷惑はかけられない」と言っていたけれど、実際問題、エリカを連れて行けないなら、誰かが世話をする必要があるし、美冬は美春の姉だ。美春の、小さな頃からの夢を応援したい。そう言って説得した。

　まだ二歳になったばかりだったエリカは、以来、美冬を「ママ」と呼ぶようになった。美冬が「私は伯母さんだよ」と言っても、なまじ母親にそっくりなものだから「おばさん」とは理解できなかった為、結局、エリカの好きにさせている。

　美春のことは「お母さん」と呼んでいるから、ちゃんと美春が母親だと理解しているようだ。ただ、こまめに送られてくる手紙やオンライン電話で親子の交流はあるが、直接は会えていないのが気がかりではある。

　短期でも帰国できないのかと聞いたら、病人や怪我人を抱えている以上、急変に備えてなかなか動けないらしい。

「美春も和也さんも、いつになったら帰ってくるつもりなのかしら。エリカのこと、あんたに任せっ放しで」

「お金はちゃんと送ってくれてるわよ。誕生日やクリスマスだってプレゼントを用意してくれるし」

「そういうことじゃありません。こんな小さな子を残して、三年以上一度も帰ってこないなんて……いくら仕事でもね、自分達だけで両立できないならどちらかを諦めなさいって話でしょ」

　美春が学生の時の出産かつできちゃった結婚だったこともあり、両親は未だに次女夫妻に手厳しい。美冬としては、エリカが可愛いからいいのだが。

「……エリカの前でする話でもないでしょ。それに、どちらかを諦めろって、エリカはもう生まれてるのよ。なら、美春に夢だった看護師を諦めなさいって言うの？」

　いくら親でも、そこまで口出しする権利はないと美冬は思っている。

　大学の学費も、美冬と違って美春は大学や病院の奨学金制度を利用して、両親には殆ど負担をかけていない。今、エリカを養育しているのは美冬と両親だが、それとこれは別の問題だ。

「……そうね」

「ごちそうさまでした」

　難しい話らしいと判断したのか、エリカは食べることに集中していたようだ。幼いながらの気遣いに申し訳なさと愛しさが募る。

　幼児用の箸をきちんと揃え、両手を合わせて頭を下げたエリカに、母も優しい瞳を向けた。

「じゃあ、エリカ。先にお風呂に入ろうね。今日はおばあちゃんと一緒でいい？」

「うん！」

　嬉しそうに頷いた孫に笑いかける母に向け、美冬は心配しないでほしいと思いながら声をかけた。

「とにかく、私は今のままで不満はないの。結婚とかは、まあ、いい人と会えたら考える」

「美冬」

「だからお母さん。美春のこと、あんまり怒らないであげて」

　母は、溜息をついて「仕方ないわね」と呟いた。







２．彼女との距離








　瑛理は自分の所有マンションで一人暮らしをしている。仕事が同じなのに、両親とプライベートまで一緒は嫌だからだ。

　短いが深い睡眠が取れた翌朝、シャワーを浴びながら休日のスケジュールを頭の中で整理する。

　大体の予定を決めて、バスルームを出た。濡れた髪を拭きながら、キッチンでコーヒーマシンのスイッチを押す。

　合理性を追求して買ったセキュリティ重視のマンションは、二ＬＤＫとそれほど広くはないが、一人暮らしには十分だ。

　内装は、インテリアデザイナーに「よく眠れる部屋を」と丸投げした。

　その結果、白と青をベースにした寝室と水回り、仕事部屋は黒で揃えられ、リビングは焦げ茶色でまとめられている。

　瑛理は、自分のことは自分でするよう育てられたので、掃除と洗濯といった基本的な家事は一通りできる。

　ベッドメイキングや水回りの掃除などの面倒な部分はハウスキーパーに依頼し、料理は、昨今は栄養のバランスの取れた宅配セットがあるのでそれを利用中だ。

　そうやって維持している自分好みの自宅で寛ぎながら考えるのは、香月美冬のことばかりだ。仕事面でもそつのない彼女が、時折見せるやわらかな表情に惹かれる。

　シングルマザーでは、瑛理の両親は受け入れない、それもわかっている。その上で惹かれてしまうのは──もう、どうしようもないのではないだろうか。

　自分でも持て余しそうな好意をはっきりと彼女に告げないと、ストーカー化しそうだ。

「……告白」

　ぽつりと呟いて、瑛理は口元を押さえた。

　告白なんて、したことがない。

　けれど、美冬が瑛理に特別な感情を持っている雰囲気はないから、玉砕覚悟で告げるしかない。あちらから告白してくれるなんて都合のいいことは夢だ。

　そう自分に言い聞かせ、瑛理はスマホに登録している美冬の番号を見つめた。

　職場で告白なんて困らせるだけだし、顔を見て告白──も、上司相手では断りづらいだろう。

　何だか、断られる前提で考えているのが情けないが、仕方ない。瑛理は、美冬に好意を持ってもらえる理由がない。

　──とにかく、タイミングを見て……。

　その「タイミングを見る」ことができないまま、ずるずると日が過ぎていることには気づかないふりをした。
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　そんな先延ばしの日々は、案外早く終わった。

　グループの別会社に先に顔を出し、蓮水建設には重役出勤した瑛理がエレベータホールで見たのは、併設されたカフェブースで、美冬が男性社員に迫られている現場だった。

「夕飯と、ちょっと飲むだけでいいからさ。ね、香月さん？」

「すみません、あまり遅くなりたくないので」

「そんな遅くまでは引き留めないよー。企画課の皆も香月さんと仲良くなりたいんだよ。で、俺が代表して──」

「あの、本当に困るんです。夜は本当に」

「なら、昼食──」

　企画課で何度か見かけた、若手社員だ。ネクタイを緩く締め、スーツは軽く着崩している。営業職ではないとはいえ、服装はきちんとしてほしいものだと思う。

　が、呑気にそんなことを考えている余裕はない。男の手が、美冬の二の腕を掴んだところで、瑛理は無意識にその手を払った。

「悪いが、香月さんとは打ち合わせを兼ねて食事することになっている」

「何す……っ、副社長……」

「鈴倉さんの件だから、場合によっては夕食もだ。企画課の皆にはそう断ってくれ。それから、ここは役員専用フロアだ。用件があるなら早く済ませなさい」

「は、い……」

　さすがに自社の副社長相手に反抗する気はないらしく、男性社員は美冬から離れる。それを確かめて、瑛理は美冬に声をかけた。

「先日の資材ファイルを持って、副社長室に来てもらいたい」

「は、はい」

　茫然としていた美冬が、その言葉で一気に仕事の顔になって頭を下げた。男性社員にも丁寧に「失礼します」と断り、瑛理の後をついてきている。

「……余計な世話だったかな」

　十分に離れたところで、瑛理が低く呟くと、美冬が反応した。

「申し訳ありません、助けていただいたのに御礼が遅くなりました」

「いや、それはいい。……ああいうことは初めてか？」

「このフロアまで来られたのは初めてです」

　ということは、瑛理の知らないところで何度か接触されていたのだろう。純粋に、不愉快だった。

「企画課の皆さんとの親睦を深める為と言われると、断りづらいのですが……残業ならともかく、飲み会は自粛していますので」

　──娘が一人になるからか、と瑛理は心の中で納得した。彼女がシングルマザーだから、今まで誘いを受けなかったのかもしれない。

「では、後で資料を──」

　副社長室の手前で、美冬がそう言いかけたのを遮った。

「それは昼食の時でいい」

「はい？」

「さっき、ああ言った以上は──昼食くらいは一緒に摂らないと不自然だろう」

　それも、できるだけ社員の目のある場所で。

　となると、社員食堂になるが。

「十三時。社員食堂に行くから、君も昼休憩を少しずらしてくれ。資料ファイルはその時で構わない」

　どうせカムフラージュだと告げた瑛理に、美冬はぽかんとした顔になって──困ったような笑顔で頷いた。




　瑛理が社員食堂で日替わりランチを二つ注文すると、手際良くトレーに載った定食が提供されたので、カウンターでそれを受け取る。

　先に場所を確保──副社長と同席したい一般社員はいないだろう──してくれていた美冬を見つけて、四人掛けのテーブルにトレーを置いた。

「すみません、副社長に注文させて」

「いや、席の確保を頼んだのは俺だから」

　社員食堂はあまり慣れていない瑛理は、注文は経験があるが、空いている場所を見つけるのは苦手だ。だから美冬にそちらを任せた。

　美冬は、瑛理が注文している間に、セルフサービスのお茶を用意してくれていた。

「あ、これ、代金です」

　そう言って美冬が五百円玉を財布から取り出す。彼女が財布を出す前に断るべきだったが、タイミングを逸した瑛理は、素直に受け取った。

　チキンピカタにポテトサラダ、魚介のトマトスープ。今日の日替わりランチは洋風だ。

　どちらからともなく「いただきます」と手を合わせて食事を始めた。ちなみに、わりと混み合っている食堂内で、瑛理と美冬の周りだけ人ひと気けがない。

「資料ファイル、持ってきたのか」

　美冬が隣の椅子に立てかけているファイルに気づいた瑛理の問いに、彼女は不思議そうに頷いた。

「お持ちするように言われたと思いますが」

「食事に誘う口実だ。君が真面目なことを失念していた」

　食事というほど洒落たものでもないなと続けた瑛理の言葉に、美冬はきょとんとしている。

「……今、私達は食事中では……？」

「……それはそうだが」

　男女のデート的なものを言ったつもりだった瑛理は、ここで唐突に理解した。香月美冬は、その可憐な容姿とは似つかわしくないほど、徹底したリアリストらしい。

　それなら、と腹を括る。美辞麗句や婉曲表現では、彼女には通じないようだ。同時に、自分の立場についても覚悟を決めた。──勘当されようと何だろうと、瑛理が好きなのは美冬だけだ。

「香月さん」

「はい」

「こんなところで言うのも何だが、付き合ってほしい。──どこに、ではなく、俺と、という意味で」

　先に美冬の誤解を防ぐ形で言い、瑛理はポテトサラダを口にした。形の残ったじゃがいもの感触が滋味を感じさせる。

　情緒も風情もない告白に、美冬は戸惑った視線を向けてきた。

「……あの」

「返事は急がない。無理強いもしない。ただ、断られても俺はしばらくは君のことが好きだと思うからそれは我慢してほしい」

　ストーカーになるつもりはないが、断られたからといって好意をすぐに捨てられるほど器用でもないのだ。

　互いに黙って食べ進めるうちに、美冬が小さく笑った。

「……本当に、急かさないんですね」

「告白したばかりで、即返事がほしいとは思ってない」

「いつまで、という区切りもしないんですか？」

「俺は自分が君に好意があることを伝えておきたかっただけで、君の事情を考慮してなかったと反省中だ」

　そう告げて黙々と食事を続ける瑛理を見つめ、美冬はもう一度笑った。そのはにかんだ笑顔が好ましいと思う。

「突然のことなので、すぐお返事できませんが……お断りしますと即答しない程度には、嬉しいです」

　告白されたのは初めてなのでと笑った美冬に、瑛理は自分の告白方法が間違っていなかったと直感した。

　結構鈍感な彼女には、ストレートな表現でないと伝わらない。

　そう理解する契機になった、企画課の男性社員に脳内で礼を言って、瑛理は「返事はいつでもいい」と言って笑うことができた。

　──想いを口にできたので、余裕があったのかもしれない。

　まさか、あの男性社員が後々やらかすとは、瑛理の想定外だった。
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　美冬の職務は、雑多なものだ。瑛理のスケジュールの調整は、蓮水グループの本社といえる蓮水カンパニーの綾里が管理してくれている。

　ちなみに、美冬は秘書ではないといっても、来客があればお茶をご用意することもあるので、適切なメイクはしている。理知的で、同時に少しだけ華やいで見えるメイクというのはなかなかに加減が難しく、ネットの参考資料動画を丸ごと真似たものだ。

　副社長から受けた仕事をこなし、美冬なりに考えたことをまとめて報告したり、調べ物をしている。表だって動くことはなく、本当に副社長の秘書のようなものだ。

　蓮水瑛理は建築にはあまり興味はないようだが、美冬の話をちゃんと聞いてくれる。

　彼は何らかの指示を父である総帥から受けているようだが、具体的なところはわからない。時々、難しい顔をしてモニターを見つめているので、何か力になれればとは思うが、差し出がましいこともできない。

　結局、美冬にできるのは秘書の真似事だ。

　例えば、今日の美冬の仕事はというと。

　スケジュールの調整。といっても、面会時間を変更してもらうだけ。

　あとは、副社長宛に送られてきた社内報告書をチェックする。といっても、さすがは一流企業に勤めている人達だけあって、補足書類などの不備はない。万一に備えて確認しているだけだ。

　──以上、終わりである。

　くっと呻いて、美冬は一人で過ごすには広い室内で、デスクに突っ伏した。駄目だ、退屈すぎる。

　何の為に、美冬は異動させられたのか。瑛理は、異動の際に自分とは違う視点がほしいと言っていたが、それは美冬でなくてもいいはずだ。

　それに、瑛理に「これについてどう思う？」と振られた話に答えれば終わりなのだ。美冬の意見への対論は出ないのである。瑛理とも美冬とも違う意見だってあるはずなのに。

　とはいえ、きちんと定時で終われるのはありがたい。多忙すぎて、エリカの迎えの時間に間に合わない、なんてことになっていないのは何よりだ。

　それに、美春のように小さな頃からの夢があるわけでもない美冬は、程々の仕事と程々のお給料が得られるなら、十分だった。

　暇なら暇でいい、その代わり、与えられた仕事にミスのないようにしよう。

　そう思った瞬間、社員食堂での一件が脳裏を過ぎる。仕事中は考えないようにしていたが、初めての体験だけに、印象が強烈すぎた。

　瑛理から唐突に「付き合ってほしい」と言われたものの、彼は公私の区別はつけているので、特に美冬の仕事に影響はない。

　ただ、心理的には影響大だ。

　早婚だった美春と違い、美冬は恋愛経験が殆どない。高校時代に恋人はできたものの、キスもしないまま大学受験で自然消滅した。その程度だ。

　つまり、二十六にもなるのにファーストキスさえまだ、という超初うぶなのである。

　そんな状態で、大企業の御曹司かつ上司に告白された。

　そうなると、意識してしまうのも仕方ないことだ。

　瑛理は仕事には真摯で、それは香月建設に視察に来た初対面時から思っていたが、とにかく真面目な人だと思う。建築についてはほぼ素人だと言っているが、美冬が見る限り、いつも調べ物をしている。

　サポート役の美冬に言えばいいことなのに、自分の手で調べたいとは、そんなに私は信用ありませんかと言いたくなった時もある。が、そういう一徹なところは瑛理の性格的なものらしいと、観察しているうちにわかってきた。

　瑛理の仕事は、ざっくり言えば蓮水建設の利益追求と広報だ。その一環で、企画課から上げられた新案への意見を求められる。彼のサポート役である美冬は、瑛理以上にそれについて調べておく必要がある。

　そのことを把握してか、瑛理は雑談に呼ぶタイミングを計っていると感じる。美冬が忙しい時は、絶対といっていいほど声をかけてこない。

　今日は忙しいというほどではないので、先日来の案件である鈴倉の店舗について、更新された依頼内容を確かめることにした。

『鈴倉様』というタイトルのフォルダを開いて、担当で更新した依頼書を見ると、やはりウッドデッキは檜材がいいという答えだったらしい。予算を超過するが、それよりも品質重視とのことだった。

　提案してみてよかった、と息をついた美冬は、ファイルを閉じる。

　そのタイミングで、瑛理からの内線が鳴った。

　慌てて受話器を取ったのは、二コール以内に電話に出る癖が抜けていない為だ。

「はい、香月です」

『──私用ですまないが、夕食を一緒にというのは急いているだろうか』

　お昼に告白してきて、返事は急がないと言ったわりに、彼の行動は性急だ。が、美冬も仄かな好意はある。仕事に真面目な人は好ましいから、瑛理のことは嫌いではない。

「……そうですね、お付き合いを始めてからの方がいいです」

『わかった。君の返事を待つ』

「……一ヶ月、いただけますか。その間に、気持ちを確認します」

　瑛理に好意はある。これが恋になるのか、ただの敬愛なのかわからないだけで。

　そう言った美冬の少し我儘な言葉に、瑛理は気を悪くした風でもなく許諾した。

『一ヶ月で答えが出なかったら、二ヶ月でも三ヶ月でも待つ』

「……はい」

　それでは、と受話器を置いた後──美冬は、心が浮き立つような浮遊感を味わった。

　瑛理のことは、嫌いではない。恋かと言われると今は違うが、好意はある。

　ただ、蓮水グループの次期総帥なんて人と、本気の恋は無理だろうとも理解している。

　好きだと言ってくれる彼には申し訳ないが、真似事でもいいから、恋を知ってみたいと思う。

　そんな答えではずるいだろうか。




　仕事を終えて退社した後、帰宅前にエリカを保育園に迎えに行き、手を繋いで家に向かう。今日は何があったか懸命に話しているエリカが可愛い。

「それでね、おやつ、チョコレートだったの」

「エリカはチョコが好きだもんね」

「うん！　それでね、おいしかったからママにも半分あげようとおもったの」

　通園バッグを軽く手で押さえて言うエリカに、美冬は目尻を下げた。

「そっか。じゃあ、御礼に今日のお夕食は、エリカの好きなハンバーグにしようか」

「れいとうしてるやつ！」

「手作りを冷凍してるだけなんだけどね……」

　冷凍食品ではないと説明するのも難しいから、仕方ない。時短料理なのは違いないし、誤解はそのままになりそうだ。

　ハンバーグ、ハンバーグと即興の歌を歌っているエリカの手をぎゅっと握り締め、美冬は家路を急いだ。




　──それから半月。

　美冬の仕事は相変わらずで、瑛理との接点も変わらない。ただ、彼と話す時の視線がやわらかくあたたかい印象に変わった。冷たく整った美貌から、素っ気ない雰囲気を醸し出していた瑛理の態度が少し優しくなった気がするのは、好意を告げられたからだろうか。

　瑛理の見せる書類を分類して印刷し、インデックスを付けてファイリングしながら、美冬は現状についてできるだけ客観的に考えてみた。

　──恋ではない、と思う。まだ。

　けれど、好意を寄せてくれていて、美冬の答えを急がない──この半端な状況を受け入れている瑛理なら。

　何度か昼食を共にした時も、常に美冬の気持ちを優先してくれた瑛理となら。

　恋をしてもいいかもしれない。美冬は、美春が帰ってくるまでは、エリカを最優先すると決めている。そんな事情も、受け入れてくれるかもしれない。

　それなら、彼と恋をしてみたい。そう思いながら、美冬は瑛理に告げた。

「お試し交際でもいいですか」と。

　それでもいいと瑛理が笑ってくれたので、美冬は恐る恐る、けれど好奇心一杯に「恋」というものに近づいてみることにした。
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　美冬から「お試し交際」を提案されて四週間後。オフィスに射し入る陽射しは春の優しいものから、初夏らしく熱を帯びたものに変わりつつある。

「今日、夕食はどうだろう」

　金曜日にそう誘うのは、ほぼルーティーンになっている。百パーセントの確率で、美冬は断る。付け入る隙のない毅然とした態度だから、瑛理も無理は言えない。

　ただ、断る時の美冬の表情──はっきり断る口調とは裏腹に、申し訳なさそうに瞳を伏せるのを見るのが好きだった。長い睫毛が陰影をつくり、大人しげな顔立ちに艶が浮かぶ。

　その顔が見たくて、断られるとわかっていながら繰り返し誘っていると言ってもいいかもしれない。我ながら悪趣味だと思った時、美冬が頷いた。

「はい」

　聞き逃してしまいそうな小さな答えに、瑛理は一瞬動揺した。

「昼食ではなく、夕食と言ったつもりだが」

「……はい」

　言い間違ったかもしれないと確かめた言葉に、美冬は微笑んでいる。

「いいのか？　その……遅くなると思う」

「大丈夫です」

　夕食から先の時間も一緒に、という誘いを含んでいると匂わせても、美冬は拒まない。互いに好意は告げたものの、デートすら一度もない状態で、それより先に進んでもいいのだろうか。

　瑛理の内心の葛藤に気づかないのか、気づかないふりをしているのか、美冬は綺麗な礼をして社長室から出て行った。

　──子供でもあるまいし、落ち着け。

　早鐘を打つような心臓の音が、彼女に聞こえていないことを願いつつ、瑛理は美冬が好みそうな店を記憶の中からリストアップした。

　今まで、休日にデートに誘ってみたこともあるが、都合がつかないと毎回断られた。娘の預け先の問題もあるのだろう、と瑛理は勝手に納得していた。

　ただ、美冬が娘について打ち明けてくれないので、少しの苛立ちはある。彼女が瑛理を頼ってくれたなら、両親を説得するつもりはあるのに。

　かといって、こちらからシングルマザーなのかと聞くこともできない。美冬のプライバシーだ。恋人になったからといって、そこまで踏み込んでいいのかわからない。

　けれど、今日は夕食の誘いを受けてくれた。彼女なりの歩み寄りかもしれないが、よくわからない。

　そう思い悩みながらも真面目に仕事をしていたら終業時間になり、瑛理は副社長室を出た。美冬はまだ仕事を終えていないらしいので、車で待つことにした。

　地下の駐車スペースに向かう前に隣室の内扉をノックし、パソコンに向かっていた美冬に「車で待ってる」と短く告げた。

　駐車場に着き、運転席に座って少し待っていると、私服に着替えた美冬がエレベータから降りてきた。白いブラウスとライトグレーのロングスカート、白地に赤いチェックのジレという、そこそこに落ち着いていて、それなりに華を添えた服装だ。

　瑛理の車を見つけて、急いで駆け寄ってくる。エンジンをかけ、助手席のドアを開けたら、嬉しそうに笑った。

「お待たせしました」

「それほど待ってない。──和食でいいか？」

「はい。あの、ドレスコードとかあります？」

「一応個室を取ったが、そんな格式ばった店でもない」

　瑛理の答えに、美冬がほっと息をついた。

「よかった。服を買わなきゃいけないようなお店なら、お断りするしかないと、後になって心配してたので」

　その言葉に瑛理は自分の選択が間違っていなかったと安心した。

　初めて夕食を一緒に摂るのだから、一流と言われる店を選んだ方がいいのかとは思ったが、ドレスコードがある店だと美冬が気後れするだろうと考え直した。

　美冬は「服を買う」と言ったが、誘った以上は、瑛理が服を贈るべきだ。

　が、終業後に、試着させて着替えさせて服に合ったメイクをさせて──となると、その分、時間が遅くなってしまう。そういうことは、昼間のデートですればいい。

　そこまで考えて、自分に呆れる。

　──夜のデートなら何をすると言うつもりだ、俺は。

　軽く頭を振って隣を見た。

　助手席に座っている美冬は、常と変わらない様子だ。それを確かめて、瑛理はそっと息を吐いた。

　好意を伝え合った大人の男と女が、夕食を共にする。その後、どうなるかくらいは彼女も理解しているだろう。また、どうにもならない展開だってあり得る。

　そう思ったら、考え込んでいるのが馬鹿らしくなって、瑛理は車を発進させた。




　予約していた店に着き、座敷に通される。木と和紙と畳で構成された部屋は落ち着いた佇まいで、控えめに生けられた花だけが鮮やかな彩りを浮き立たせている。

　大きな一枚板で作られた食卓は、なめらかな木目が美しかった。しばらく上座を譲り合って美冬を座らせ、向かい合って腰を下ろす。と、美冬がじっと瑛理を見ていた。

「……何かおかしいか？」

「いいえ。姿勢が綺麗だと思って。副社長は──」

「仕事を離れている時は、瑛里と呼んでほしいんだが」

　仕事中ならともかく、ブライベートでまで役職で呼ばれたくない。

　瑛理の言葉に頷いた美冬は、優しく笑った。

「……瑛里さんは、いつも背筋が真っ直ぐ伸びてるから、余計に背が高く見えますね」

「乗馬だの何だの、習い事には事欠かなかったからな」

　幼少期は、勉強はともかく、乗馬など本当に必要なのだろうかと思っていたが、今となっては感謝している。正しい姿勢を保つことは、接待などでも役に立つ。

「香月さん──美冬さんは、好き嫌いは？」

「ありません」

　アレルギーもないと言うので、瑛理は料理長に任せることにした。料理に合う酒も頼むと、程なく日本酒と先付けが提供される。

　冷えた日本酒に口をつけて、美冬が「おいしい」と微笑んだ。瑛理も一口飲んだが、食前酒にしては強い。

「酒には強い方か？」

「どうでしょう。弱くはないと思います。忘年会なんかは、私と母だけは飲みはしても酔い潰れるわけにはいきませんでしたから」

　潰れた従業員達の家族に連絡したり、タクシーを手配する必要があったのだと笑う美冬に、瑛理もなるほどと頷いた。

「なら、俺も、今夜は酔い潰れても問題ないのかな」

「駄目です。車なのに」

「もう飲んだんだが」

　瑛理の答えに、美冬があっと小さく声を上げた。いつになく慌てた彼女が可愛くて、瑛理は声を立てて笑った。

「帰りはタクシーを使うから問題ない」

　車を停めたのは近くのコインパーキングだから、料金を払えばいいだけだ。

「明日、酒が抜けたら取りに来る」

「……びっくりさせないで下さい……私も飲んじゃったから運転できないって不安になりました」

　代行サービスもあるのだが、美冬はそこまでは考えつかないらしい。

「君でも取り乱すんだな」

「……瑛里さんは、私を何だと思ってるんですか。不動心を持ってるわけじゃありませんから」

　綺麗な箸使いで先付けを食べてから、美冬は言葉を継いだ。

「まあ……できるだけ平常心をと心がけているのは事実ですけど」

「なら、君の努力は成果として現れているな。君が動揺したところは見たことがない」

「そうですか？　今、結構動揺しています」

「今？」

「……男性と二人で食事なんて、初めてなので」

　そう言った美冬に嘘は感じられず、だがシングルマザーの彼女が男性経験がないはずもなく、瑛理は混乱した。

「……酒が廻ってきたかもしれない」

「え」

　驚いたように顔を上げた美冬に、瑛理はぼんやりした思考のまま告げた。

「よくわからないんだ、君のことが。──もっと、知りたいのに」

「普通の女ですが」

　首を傾げる仕種も可愛いと思う。

　瑛理が言葉を継ごうとした時、仲居が料理を運んできたので、彼女に言いたかった言葉は空に消えた。

　その鬱憤を晴らすように、瑛理は強めの日本酒をぐっと呷った。

　続けて提供された料理の味も殆どわからないまま、酒を飲んで──記憶は、そこで途切れた。




「……りさん。瑛理さん」

　酒でふわふわした感覚の中、瑛理はやわらかい女性の声を聞いた。

「……ん」

「住所、言えますか？　無理そうなら、どこかホテルに……」

「家？　目黒の……」

　ぼーっとした思考でも、自分の住所くらいは諳んじられる。瑛理が口にした住所を、美冬が誰かに繰り返している。

「……心配なので、ご自宅までご一緒しますね」

「……ん」

　酒にはそこそこ強いはずなのに、と瑛理ははっきりしない思考回路を繋ぐ努力をする。隣に座る美冬の体温が心地いい。

　しばらく車が走る感覚が続いて、微かな揺れがまた睡魔を誘った頃。

「着きましたよ。ここからはどうするんですか？」

「……着いた……？」

　未だぼーっとしている瑛理に、美冬が溜息をついた気配がする。

　美冬に支えられる形でタクシーを降りると、ふらつきながらも自力で立つことも歩くこともできた。

「……すまない。ここまででいい」

　言った途端、くらりとした目眩が襲う。

「……お部屋までお送りします。心配すぎます」

　溜息まじりの声に、何ともいえない艶があって、瑛理の目眩は余計に強くなった。

　美冬に付き添われたまま、エントランスと居住区、部屋のセキュリティを抜けて自室に辿り着く。キーレスエントリータイプの部屋なので、鍵は出さなくても反応してくれた。

「お邪魔します」

　そう言って瑛理を支えたまま室内に入った美冬は、リビングのソファに瑛理を座らせると、バッグから取り出したペットボトルを差し出した。

「お水です。飲んでください」

「……ありがとう」

　一口飲むと、冷えた水が喉を潤し、同時に酔いを少し冷ましてくれる。

「……とんだ失態だな」

「急にハイペースで飲み出されたからびっくりしました。私、何か気に障ることをしましたか？」

「君は何も……いや、君のせいか……？」

　美冬の「男性との食事は初めて」という発言に混乱したのは確かだ。が、それを究明せずに酒を呷ってしまったのは瑛理の落ち度でもある。

「……寒い」

「え」

「寒い」

　繰り返した瑛理に、酔っ払いの相手などしなくてもいいものを、美冬は頷いて「エアコンを入れましょうか」と聞いてくれる。その優しさが、今は苛立つ。

　──男と食事の経験がないなんて、嘘は聞きたくなかった。

「足りない。だから君が温めてくれればいい」

「え……？」

「こんな夜中に、一人暮らしの男の部屋に入ったんだ。……酔っている男なら、俺でなくても介抱した？」

「……あの」

　すみません、と美冬が小さく震えた。その姿に、嗜虐心がそそられる。

「酔っているふりかもしれないのに。君は、警戒心が足りない」

　そう言って、瑛理は美冬の細い腕を掴んだ。




「あの……いきなり、こういうことは」

　今更に羞恥心を覚えたのか、美冬がやんわりと拒絶の言葉を口にする。微かに恥ずかしがるような、それでいて窘めるような口調は、こんな状況でも落ち着いているように聞こえて、瑛理の苛立ちを煽る。

「寝室まで来てそう言われてもな。──嫌だ」

　戸惑っている美冬を、そのままベッドに押し倒した。

「や……っ」

　美冬のブラウスのボタンを外し、現れた下着の上から乳房に触れた。適度な大きさのそのふくらみは、やわらかくも芯のある反発が心地よい。

　嫌だと拒絶する言葉ばかり吐く唇を、キスで塞いだ。固く閉ざされていたが、呼吸ができなくなったのか、酸素を求めるように開いた瞬間に舌を差し込む。

　それに噛みつくこともできない美冬は、根が優しい。自分を襲っている男にかける情けはないだろうに。

「ん……っ、ん……！」

　口づけから逃れようともがく口内を蹂躙する。舌で頬の内側を舐め、奥で震えている美冬の舌を絡め取ると、くぐもった声が零れた。

「っん……」

　苦しそうな美冬に構わずキスを深くしていくと、トントンと肩を叩かれた。

「……くる、し……っ……」

　すっと唇を離すと、美冬は荒い息遣いで深呼吸した。彼女が空気を取り込もうとする本能に支配されているのをいいことに、下着をずらし、現れた乳房に吸いついた。

　真っ白な肌に、薄桃色の痕が残る。その痕をいくつも残しながら、空いた方を片手で包み込んだ。

「や……、まって……！」

　うろたえた美冬の声が聞こえたが、気にしない。やわらかな乳房を揉みしだき、もう一方は唇と舌で嬲る。赤く色づいた乳首を口に含み、舌先で転がしながら吸い上げると、美冬の声が甘い響きを帯びる。

「あ……っ、ん……！」

　嬌声に近いその声に満足し、濡れた先端に息を吹きかければ、美冬の体が跳ねた。

「っ、ふ……っ、あ……」

　手で刺激している方も、揉みながら乳首を押し潰し、指先で突ついたり押したりしていると、見る見るうちに赤く熟れていく。

「まっ……まって、えいり、さ……っ」

　まだ止めようとする美冬に、瑛理はまたじわりと苛立った。

　キスで抵抗の言葉を奪いながら、スカートの裾から手を差し入れる。

　温かな大腿を滑るように撫で上げたら、美冬の目が驚いたように見開かれるも、拒絶の声は瑛理の口内に溶けた。

「ん……、ん……っ」

　むずかるように首を振ろうとする美冬により深くキスしながら、瑛理の手は彼女の秘所に辿り着いた。ショーツの隙間から、やわらかな肉のあわいを撫でる。

　微かに濡れていることを確かめると、瑛理を押しのけようとする美冬の両腕を頭上にベルトで拘束した。

　無理矢理、というのは嫌だったが、美冬が抵抗するなら仕方ない。

「や……やめ……！」

　その声を無視してまたキスを深め、瑛理は美冬のショーツを脱がせた。右足首に引っかかったそれを目にし、美冬の顔が朱に染まる。

「やだ、やめ……こんなの、レイプじゃないですか……！」

「俺が嫌い？」

　瑛理がそう問うと、美冬は一瞬言葉に詰まった。

「……っ、そうじゃ、なくて……っ」

「そうじゃないなら、合意だろう」

「ちが、いや……！」

　これ以上、美冬の口から拒否の言葉を聞きたくなくて、瑛理は美冬のスカートをたくし上げた。白い太腿が露わになり、その付け根の部分に目を遣ると、美冬が隠すように脚を動かした。

　つ、と指先でそこを撫で、柔肉のあわいを行き来させる。微かに濡れた感触がして、瑛理は躊躇わずにそこを拓くことにした。

「やだ、いや、やめて……！」

　涙に濡れて訴えてくる美冬のソコは、瑛理が撫でる度に潤いを増していく。美冬の表情も、甘い苦鳴を堪えるような艶のあるものに変わっていく。

「どうして、俺だと嫌なんだ」

「……え？」

　瑛理が漏らした言葉に、美冬の抵抗が止まった。

「俺が嫌い？　好きだと言ったのは嘘？」

「す、好き……です。でも、でもこんなことは……！」

「俺は君が好きだから抱きたい。……本当に嫌なら、もうやめる」

「…………」

　嫌われたくない。抱きたい。相反する欲求二つを天秤にかけるなら、前者が勝る。

「…………」

　黙ったままの美冬に溜息が零れる。

　──嫌われるよりは、いい。過去はどうあれ、今は、彼女は瑛理を好きだと言ってくれているのだから。

　瑛理は、美冬の手を拘束しているベルトを外した。解放された両腕を、美冬はそのまま瑛理の背中に廻し──抱き締めた。

「……ちゃんと、私の意思を聞いてくれるなら、いいです」

　シャツ越しに感じる彼女の温かさに、瑛理は抱き返していいのか戸惑う。

「……レイプする気はない」

「さっきまで、結構そういう感じでした。……それでもあなたを嫌いになれないので、もう仕方ありません」

　このまま、続けてください。

　そう言って、美冬はやわらかく笑った。




「っ……ぁ、あ……！」

　しどけない姿態を晒す美冬を愛撫しながら、瑛理は耳をくすぐる声の甘さに酔いしれそうだった。

　秘所を暴き、舌で花片を拓かせた花芯は、とろとろと蜜を零れさせている。それをねっとりと舌で舐め取った後は、ぷくりと膨れた花芽を強く吸い上げる。

「っあ、あ……、も……だめ……！」

　浅く短い息遣いに、瑛理は美冬の限界が近いだろうことに気づいた。が、やめるつもりはない。

　丁寧に、時に乱暴に花芽と花芯を舐り、秘所がとろとろに溶けたところで、蜜壺につぷりと指を突き立てた。

「あ、っん────っ！」

　きゅうっと隘路が締まり、瑛理の指を引き絞る。きつい締めつけに、瑛理は小さく笑った。

「すごいきつい。俺の指、食いちぎられそう」

「っん、あ、あ……っや、あ……！」

　蜜壺のナカで指を遊ばせると、美冬が体を震わせる。揺れる腰を抑えつけ、瑛理は彼女の内部を蹂躙した。

「っあ、あ……、──！」

　声にならない喘ぎを零して美冬が顕著に反応したのは、内襞のざらついた部分だった。

「ここ、好い？」

「ぁ、……あ、……っ！」

　こくこくと頷く美冬に軽くキスをして、瑛理は彼女の乳房に軽く噛みついた。

「あ、だめ、そこも、だめ……！」

　敏感になっている乳房を刺激されたからか、美冬のナカからどっと蜜が溢れた。それを潤滑油にして、瑛理はもう一本指を差し入れた。

「っあ、あ……っん……」

　二本の指で隘路の形を変えるように遊んでいると、美冬の呼吸が更に乱れていく。

「気持ちいい？」

「っん、ん、イイ……っ」

　今は随喜の涙に濡れた目が潤み、つややかな色香を放つ。

「可愛い」

　そう囁いて、瑛理は彼女のナカをぐるりと抉るように指を動かし、一気に引き抜いた。

「やぁ……っ」

　達する直前で引き抜かれた刺激に、美冬がぐずる子どものような口調で不満を告げる。

　が、瑛理が自身にゴムを装着し、美冬の秘所に宛がうと──微かに震えたのか、形のいい乳房がふるふると揺れた。

　指よりも圧倒的な質量を持つソレを何度も秘裂に添わせ、擦るように刺激する。

「っん……っ！」

　美冬も快感を覚えたのか、腰が揺れ始めた。

　その細い腰を掴み、左脚を自身の肩に乗せて秘部を露わにさせた。さすがに羞恥を感じたらしい美冬が抵抗する前に、瑛理は自身で一気に美冬の奥深くを穿った。

「っ、あ、ん────！」

　痛い、と小さな声がしたが、すぐに甘い吐息が聞こえた。

　久しぶりに男を受け入れたのだろうソコは、きゅうきゅうと淫らに瑛理自身に絡みついてくる。

　美冬は乱れた吐息を漏らし、全身で大きく呼吸している。瑛理が律動を開始しようとしたら、涙を浮かべた目で懇願された。

「うごか、ないで……っ」

　まるで処女のような反応だと思いながらも、瑛理も無理強いはしたくない。きつく締めてうねるナカで、じっと待つのは甘い拷問だ。

　美冬の呼吸が落ち着くまで、彼女の乳房や鎖骨に口づけた。時折歯を立てて刺激してやれば、微かな喘ぎ声が零れてくる。

「もう、いい？」

「……っ、ん……」

　こくんと美冬が頷くと同時に、瑛理は律動を開始した。先程見つけた美冬の好い場所をカリの硬い部分で擦ると、それに反応して内襞が蠕動し、うねるような蠢きが自身を包んでいく。

「……っ、く……っ」

　持っていかれそうな快感にひとつ息を吐き、瑛理は自身と美冬の快楽を追うことに集中した。

　深く最奥を抉り、腰をグラインドさせながら律動する。前後に突き、左右を擦る。ぐりぐりと奥深くまで突き入れると、美冬は嬌声をあげた。

「あ、ん、ん、……っあ、あ……」

　ぎゅっとシーツを掴み、首を左右に振って快感をやり過ごそうとする仕種が可愛い。乱れた髪が、何ともいえない艶を湛えていた。

　ぐっと更に奥を穿つと、美冬の声が高くなる。

「っあ、ん、ん……っ、や、だめ……！」

　指では届かないところにも、彼女の好い部分があったらしい。一番張り出した部分でそこを重点的に擦ってやると、美冬の脚がピンと爪先まで伸びた。

「あ、っあん、……っあ……！」

「他に、好いところは、ある？」

　瑛理が吐息まじりに問いかければ、美冬は小さく首を振った。

「わから、な……っあ、あぁっ！」

　答えを待たずに、大きく膨らんだ花芽を指の腹で押し潰したら、同時に二ヶ所を嬲られた美冬の体が大きく跳ねた。

　少し挿入の角度が変わった為、体勢を整えて再び捻じ入れる。ぴたりと隙間なく合わさった部分から、とろりと蜜が零れた。

「気持ち、い……っ、瑛理、さん、は……？」

　蕩けた声でそう問われ、瑛理は美冬の腰を抱いた。

「俺も、イイ」

　そこからは、獣のように彼女を貪った。こんなにも気持ちいいのは瑛理も初めてで、加減がわからなかった。

「あ、あ……っ」

　がくがくと揺り動かされながら、美冬が嬌声を零す。その細腰に、瑛理は何度も欲望を打ちつけた。

「ん、あ……っあ、あ……も……だめ……っ」

「美冬」

　名前を呼んだ瞬間、美冬のナカが収縮し、細波のようにうねり──ぎゅっと瑛理を締めつけた。

「……っ……！」

　その強烈な快感に逆らわず、瑛理は薄いゴム越しに、美冬の胎内に精を吐き出した。







３．私の気持ち








　──勤務先の上司とそういう関係になったことに、美冬は結構戸惑っている。

　半ば無理矢理な形で始まったセックスも、つい受け入れてしまった。初めてなのに。

　乱暴ではないが、優しくもなかったからか、今も下半身に鈍い痛みが残っている。

　ただ、あの時は何故か自分が瑛理を傷つけてしまった気がして、拒めなかった。いや、自覚していた以上に、美冬が彼に惹かれていたのかもしれない。

　惹かれていると自覚したのは、堤──広報課の社員にしつこく絡まれているのを助けてもらった時だ。あしらうこともできなかった美冬を、守ってくれた。

　その直後に告白され、戸惑いつつも受け入れたのは、あの時の「助けてもらった」感覚が、この人は信頼できると告げていたからかもしれない。

　ふう、と小さく息を吐いて朝食の支度をする。

　今日は休日なので、メニューは定番より少し豪華だ。トーストと目玉焼き、フルーツサラダに、余った野菜のコンソメスープを添えた。

　エリカは自分で着替えを済ませ、きちんとテーブルの前に座っている。

「ママ？」

「え……あ、なあに、エリカ」

「スープ、ぐつぐついってるよ？」

「あ、ほんとだ！」

　程よく温めるつもりだったスープは沸騰してしまっている。スープカップにそれぞれの分をよそい、牛乳をマグカップに注いだ。

「ごめん、エリカ。熱いから気をつけてね」

「はあい」

　いただきますと両手を合わせ、エリカはトーストをぱくりと食べた。

　美冬も自分のサラダを食べながら、内心で悩んでいた。

　──瑛理との関係を、エリカにどう説明するべきか、である。

　瑛理とデートするとなると、エリカの預け先に困る。毎回母に来てもらうわけにもいかないし、かといって、ベビーシッターをお願いする金銭的余裕はない。何より、そこまでしてデートを優先したいわけでもない。

　だが、先日のように夕食を共にすることもあるだろう。……その先は、今は考えないことにする。

　しばらく逡巡して、美冬は結局ありのままを話すことにした。

「あのね、エリカ。ママ、好きな人ができたから、時々はその人とお出かけするかもしれないの」

「うん」

「でもね、エリカを一人にしたくないの。おばあちゃんに来てもらっても、エリカ、寂しい？」

「……うん。ママがいい」

　素直に頷くエリカは、美冬も知っているが、ママっ子だ。

「そうだよねえ……」

「ママの好きなひとは、エリカのこときらいかなあ？　エリカがいたら、じゃま？」

「そんなこと言う人じゃない……と思う。でも、エリカのこと邪魔にするなら、その人とはお別れするよ」

　美冬は、どちらを選ぶこともできない。瑛理のことはとても好きだけれど、美春との約束を破る言い訳にはならない。何より、エリカの心を傷つけたくない。

「んーと……エリカはママにしあわせになってほしいの。だからね、その人に会ってみたい」

「会う？」

　思いがけない申し出に、美冬は林檎を喉に詰まらせかけた。牛乳で一気に流し込んで、何とか事なきを得る。

「だめ？」

「……会ってくれるか聞いてみる」

「うん。あのねママ、エリカのためにがまんしなくていいんだよ？　おかあさんやおとうさんだって、エリカよりおしごとなんだから」

　大人びた口調で悲しいことを言うエリカに、だからこそ、美冬はエリカを大切にしたいと思う。

「聞いてみる」

　美冬の言葉にこくりと頷いて、エリカは目玉焼きを食べ始めた。




　月曜日。美冬が出勤して一時間後に、瑛理が出社した。彼をエリカに会わせる前に、自分が妹の娘を養育していることなど説明しなくてはならない。そうなると、昼食の時間を割いてもらいたいのだが、大丈夫だろうか。

　少し考えて、美冬は直接話すことにした。副社長室に続く内扉をノックして、瑛理の許可を得て室内に入る。

「どうした？　……先日のことなら、謝罪したい部分もあるが」

「いえ、それは……そうですね、そのことも含めて、ですが」

　金曜日の夜については、美冬は最終的には合意の上なので気にしていない。が、瑛理はそうではないらしい。

　そのことも話し合わないと、と思った美冬の視線の先で、瑛理はパソコンを見つめながら言葉を継いだ。

「鈴倉さんの希望を叶える形で、ウッドデッキその他は檜になったそうだ。予算を超える分は、鈴倉さんが追加してくれることで話がついた」

「よかった……」

　思わず呟いた美冬に、瑛理が怪訝そうに先を促す。

「家やお店を建てるって、一生に何度もあることじゃありませんから。私としては、妥協してほしくないのが本音なんです。でも、予算的に妥協せざるを得ない、という方を何人も見てきましたから」

「そうか。……そうだな、今回のことも鈴倉さんが追加予算を組まなかったら妥協することになったんだろうな」

　金銭で悩んだことなどないだろう瑛理も、美冬の言葉に納得して頷いている。

「それで、先日のことだけでないなら、何か急ぎの用件か？」

「……プライベートで、お時間を取っていただけますか？　私の事情も含めてお話ししておきたいことがあります」

「わかった。今日──昼食の時間は？」

　すぐに自分の予定を確認しながら提案された誘いに、美冬は微妙に困った。副社長とそのサポートが恋愛関係にあると喧伝するのは、好ましくないのではなかろうか。

「……私が何か買ってきますので、隣室で、でもよろしいですか？」

「──周りに聞かれたくない話か？」

　何かを察したように問いかける瑛理に、美冬は深く頷いた。





＊＊＊






　結局、瑛理が予約した店で昼食を摂ることになった。そこは、会社からは少し離れたところにある個人経営のフランス料理店だった。

　小ぢんまりとした造りだが、落ち着いた雰囲気の店だ。

　メニューを開いてアミューズからデセールまでを選び、オーダーを済ませたところで、向かいに座った美冬が徐に言葉を紡いだ。

「結論から申し上げますね。私、妹の娘を養育してまして」

「……妹？」

「はい。妹夫婦は、医療協力で海外に行っているもので。それで、姪の母代わりといいますか、私と両親で育てることになって」

　瑛理は、今の自分がぽかんとした表情を晒している自覚がある。

「……姪？」

「はい」

「俺が香月建設を視察した時に、君を『ママ』と呼んでいた子か……？」

「そんなことがありました？　確かに、ママと呼ばれてます」

　きょとんとした美冬の様子に嘘はなく、瑛理は静かに混乱した。

「俺は……その、君がシングルマザーだと思っていて」

「まあ、あの子が『ママ』って呼ぶところをご覧になったなら、そう誤解されますね」

「……あの子ごと、君と家族になるつもりで」

　だから多少強引にでも、美冬を自分のものにしたかった。それは、彼女にとっての最優先は自分ではなく娘だろうという諦観があったから。心が駄目なら体だけでも、という短絡的な発想だった。

「私と、結婚……するおつもりで？」

　驚いたように目を瞠った美冬に、瑛理は素直に首肯した。

「俺はそのつもりだ。どうしても君がよくて、シングルマザーでも何でも、君でないとと思ったから」

「……そういうことは、交際をもっと深めてから決めることですよ」

「仕方ない。俺は君に一目惚れだったから」

「……さらっと、言い慣れた感じで言うのはよくないです」

　赤くなって俯く美冬に、瑛理は言葉を継いだ。

「言い慣れてはいないが、言い淀むのも不誠実だろう。両親は納得しないと思ったから、勘当覚悟だったし」

　そう呟いたタイミングで、料理が運ばれてきた。せっかくの料理を冷ますつもりはないので、綺麗にサーブされた牛頬肉の赤ワイン煮を堪能する。

「……そのことは措いておいて。姪──エリカというんですけれど、瑛理さんに会いたがっていまして」

「俺に？」

「私の説明が下手で、あの子に余計な心配を与えてしまった気がします……」

　がっくりと項垂れた美冬は、溜息まじりに続けた。

「あなたか、姪か──そんな選択を迫られていると誤解させた可能性が」

「それは選べないだろう、というか現状なら君は姪御さんを取る気がする」

　美冬が母親代わりとして養育してきたエリカと、つい先日恋人になったばかりの自分とでは、彼女の中の優先順位は圧倒的に負けていると思う。

「それも即答できないくらいには、瑛理さんが好きですよ」

　──なのに、こういうことをさらりと言う美冬の方こそ、恋に慣れているのではないかと思ってしまう。

「わかった。それで姪御さんが納得してくれるなら、会おう」

「よかった。ありがとうございます」

　屈託なく笑う美冬に、瑛理は心の奥がふわりと暖かくなる気がした。

　美冬の姪が「会いたい」というのは、おそらく「ママ」に近づく男への牽制と品定めだろう。

　それを突破しない限りは、美冬と本当の意味で「恋人」にはなれない気がする。

　そう思いながら、瑛理は食後の紅茶をゆっくりと味わった。




　その週末、瑛理のスケジュールが空いていたので、早速美冬の姪──エリカという子に会うことになった。

　場所は、美冬の借りているマンションだ。自室に招いてもらったのは嬉しい。が、瑛理には子ども好きするファッションというものがわからない。

　仕方ないので、いつもと同じくスーツにした。手土産は、鈴倉が働いているパティスリーで子どもが好きそうなプリンとシュークリームを選び、美冬と自分の分としてフルーツのパイとタルトも用意する。

　今までにない緊張を胸に、近くのコインパーキングに車を停め、瑛理は美冬の部屋を訪れた。

　そして──。




「そうなの。ママはねえ、ちゃんとしてるけどうっかりさんなの！」

「仕事はよく出来る人だけど、私生活──個人的なことでは、大事な話を伝えてくれないところがあるな」

「そう！　えいりくん、当たってる！」

　初対面の六歳の幼女と打ち解けてしまった。

　小さなキッチンスペースで、土産のケーキやプリンを皿に準備しながら、美冬が溜息をついているのが見える。

「えいりくんは、ママのことすきなの？」

「好きだよ」

　突然の問いに即答すると、エリカは満足そうに笑った。

「でーとに、エリカ、じゃま？」

「邪魔じゃない。エリカちゃんが俺も一緒でいいなら、三人で遊ぼう」

「うん。……でも、時々は二人っきりがいいでしょ？　ミユちゃんとたっくんも、二人がいいからじゃましないでってみんなに言うもん」

　少し大人びたことを言うエリカに、瑛理は苦笑した。美冬によく似た面差しの子どもだけに、甘やかしてしまいたくなる。

「そうだな、五回に一回は二人っきりがいいかもしれない」

「……それって、どれくらい？」

「一ヶ月に一回か二回」

　瑛理が答えると、エリカはうーんと腕組みした。大人ぶった仕種を、瑛理は可愛いと思い始めている。

「それくらいなら……エリカ、がまんできるよ」

「ありがとう」

　ぺこりと頭を下げた瑛理に、エリカは小さく頷いた。

「……私の意見は無視ですか」

「俺達は君の隣にいる時間の権利配分について相談していただけで、それを受け入れるかどうかは君次第だ」

　瑛理が答え、美冬は呆れたような視線を向けて受け流した。

「はい、瑛理さんからのお土産。シュークリームはまた後でね、エリカ」

「はあい。えいりくん、ありがとう」

　プリンとスプーンを用意してもらったエリカは、嬉しそうに礼を言う。美冬は瑛理の前に紅茶とフルーツタルトを置くと、エリカの隣に座り、自分用らしいフルーツパイと紅茶をトレーから下ろした。

「おもたせですけれど、どうぞ」

　軽く頭を下げて勧められたタルトは、フルーツが色鮮やかで美しい。

「ああ。いただきます」

「いただきまーす」

　元気よく言って、エリカが丁寧な手つきでプリンを掬う。その様子を見守りながら、美冬もパイを切り分けて口に運んだ。

「おいしいです。このお店、鈴倉さんのお勤め先ですよね？」

「ああ。モンブランは俺も食べたが、他も食べてみたくなったから」

　そんな何気ない会話をしてケーキを食べ終わった後、瑛理はエリカに提案した。

「今度、三人で遊園地に行かないか？」

「行く！」

　即答したエリカに、美冬が静かに窘める。

「エリカ。遊びに行く時は、ママに聞いてから、でしょ？」

「……はい」

「遊園地は、駄目じゃないから。──瑛理さん、いつにします？」

「来週の土曜日にでも。予定は空いているから」

　瑛理の答えを受け、美冬はしょんぼりしているエリカに声をかけた。

「次の土曜日ね、エリカ」

「うん！」

　右手にスプーンを握り締めたまま、エリカがぱっと顔を輝かせた。

「それじゃ、俺は失礼する」

　瑛理が立ち上がろうとすると、エリカと美冬に引き留められた。

「えいりくん、もっとエリカとおはなししよ？」

「そうです。せめてお昼ご飯くらいは……大したものでもないですけど」

「エリカちゃんは、俺がいても迷惑じゃないか？」

「めーわくじゃないよ！」

　元々、祖父母と美冬に育てられていた子だ。話し相手が美冬しかいない今は寂しいのではないかと、美冬が耳打ちしてきた。

　その潜められた声の耳元での囁きに、ゾクリと煽られそうになるのを何とか抑え、瑛理はエリカの相手をすることにした。

　エリカを見る美冬の視線はいつも優しい。心から姪を慈しんでいるのが窺えて、好ましいと思う反面、エリカが羨ましいとも思う。六歳の幼女を羨むのは少し情けないが。

　美冬が作ってくれた昼食を摂りながら、瑛理は彼女を眺めた。

　出された食事は、ホタテやエビ、タラを塩胡椒で味付けしたグリルとコンソメスープ、トマトサラダだった。

　エリカの為にコンソメスープを冷ましてやっている美冬は、どこから見ても母親だ。既に完成された母娘のようで、そこに割って入ることを躊躇う。

「お口に合いますか？　私、味つけが薄めらしくて」

「いや。ちょうどいい。薄いって、誰が……？」

「エリカがいったの！　お外で食べるごはんは、ちょっとからいの！」

　美冬曰く、彼女の母も薄めの味つけらしい。それに慣れたエリカには、外食は濃く感じるのだろう。

「俺は美味いと思う」

「よかった。でも、薄いと思ったら言ってくださいね。味つけ、直しますから」

　微笑む美春と、隣でぱくりとホタテを食べているエリカはよく似ている。一瞬、家族を持ったらこうなるのだろうかと、幸せな夢を見た気がした。







４．繋がり








　今日は、エリカに許可をもらっての夜のデートだ。母に連絡して泊まりに来てもらっている。

　交際相手がいることは伝えたが、相手が蓮水瑛理だとは説明していない。

　彼は結婚を視野に入れていると言ってくれたものの、蓮水カンパニーの次期総帥と美冬では、あまりに釣り合わない。

　いつか離れる時が来ても仕方ない──そう思いながら彼と過ごす時間は、美冬にとって甘くも切ないものだった。




　ホテル内のレストランで夕食を終え、そのままスイートルームに入った。

　今は、瑛理が美冬の肢体を組み敷いている。

　ラグジュアリーなホテルの寝室は、瑛理には慣れた風景かもしれないが、美冬はそうではない。

　ベッドに押し倒されたまま、戸惑いながら瑛理を見上げた。

　瑛理が美冬の首筋に口づけを落とす。美冬は、ゆるゆると首を振ろうとした。

「や……っ」

　白い首筋に唇が這い、はだけられた胸を手で強く揉まれる。彼の片手にやや余るふくらみが、やわく形を変える。

「ん……っ、えい、り、さ……っ」

　あえかな声を零しながら抗おうとする美冬の唇を、瑛理は自分のそれで封じた。

　くちゅ、といやらしい音がして、互いの舌が絡み合う。

　角度を変えながら深いキスを重ねられ、ゆっくりと胸を愛撫された。ツンと尖ってきた先端を指の腹で捏ねられたり押し潰されたりするうちに、美冬の唇からくぐもった嬌声が溢れる。

　それを吸い取るように口づけられ、舌が口内を犯してくる。

　微かに抗うように、腕でトン、と瑛理の胸元を押した。ブラウス越しに感じる彼のぬくもりに、ぞくっと全身に快感が走った。

「大人しく、して」

　ささやかな反抗を、その一言で封じると、瑛理はかぷりと美冬の耳を食んだ。耳朶を甘噛みし、濡れた舌で耳全体を愛撫され、美冬は悲鳴のような声を上げて体を震わせた。

「あ、や……ぁっ」

「この間は──性急すぎた。もっと、ちゃんと君を抱きたい」

　低く甘い声が、美冬の耳朶に注がれる。瑛理はそのまま、美冬の顔の輪郭を舌で辿り、首筋、そして鎖骨へと愛撫を進めていく。

　不意に乳房に吸いつかれ、美冬は空いた胸元を隠そうと手を廻した。それを窘めるように腕を取られ、瑛理の手と唇が白いふくらみを愛でた。

　赤く色づいた乳首をぱくりと唇で挟まれ、もう一方は指と爪で弾かれる。口内で硬くなっていく乳首を尖らせた舌先でちろちろと突つかれ、時には吸い上げら──それだけで、美冬の体は大きく跳ねた。

「あ、だめ……っあ、ん……！」

「何が？」

　濡れた乳首に息を吹きかけながら問い返されて、美冬は涙を浮かべて瑛理を見つめた。

「や、そこ、で、しゃべら、ないで……っ」

「美冬が、何が駄目なのか教えてくれないから」

「あ、っあ、だめ……っ」

　胸元にある瑛理の頭を、髪がくしゃくしゃになるほど強くかき抱いて、美冬は嬌声を振りまいた。

「駄目？　何が？」

「あ、っだめ、……っ！」

　不規則な唇と舌の動きが予想できない快感を与えられ、美冬は「だめ」と繰り返すしかできない。

「でも、美冬」

　瑛理は、美冬の腕を掴んでいた手を離し、そのまま彼女の脚の付け根──秘められた部分をそっと下着の上から撫でた。

「ここは、もう濡れてる」

「や……っ」

　しっとりと濡れた感触を伝えられると、美冬はかあっと顔を赤くして目を閉じた。

「何が嫌？」

「は……ずかしい、の……っ、あ、あぁ……っ」

　下着をずらされ、直接秘部に触れられる。ぬちぬちといやらしい音を立ててソコが暴かれていくと、蜜が奥から溢れる感覚があった。そのぬめりを借りるように、瑛理は美冬の秘花を奥まで拓かせていく。

「こんなに濡らして、確かに恥ずかしいな」

「……っ」

　瑛理の揶揄に、泣きそうになる。

「責めてない。可愛い」

　つぷり、と指を奥まで差し込まれると、美冬の体はそれを抵抗なく受け入れた。そのままもう一本増やされても、抱かれることを受け入れ始めた美冬の体は拒絶しない。

　瑛理は親指で花芽をくりくりと擦りながら、美冬のナカに埋めた人差し指と中指を動かして、好い部分を刺激する。

　やわらかなナカを傷つけないように慎重に、そっと指先で擦られて、美冬の唇から高く甘い声が零れた。

「っあ、あ、……っ、や……っ！」

「イキそう？」

　そう問いかけながら、瑛理の指は秘芯を穿ち、小さな花芽を愛撫する。

　溢れてきた蜜を花に塗り込め、狭い隘路で指を動かされると、美冬の体が震える。

「あ、っあ……ん、……えい、り……っ」

「一回イッた方がいいな。──ほら」

　囁いて、瑛理は美冬の一番弱い場所を強く押し、剥き出しになった花芽をぐりぐりと転がすように刺激した。

「あ、ぁ……っあ──……！」

　甘く濡れた声が絶頂を告げ、美冬は意識を手放した。




　組み敷いた白い肢体を見つめながら、瑛理は熱の籠もった溜息をついた。

　先程美冬が達した時の強く引き絞るような隘路の動きは、ソコに自身が収まっていたらどれほどの快感になるかを思い出させ、瑛理の雄を煽ってくる。

「美冬。起きて」

「……ん……」

　半ば意識を投げ出しているような美冬に、瑛理はやわらかく口づけ、トラウザーズの前を寛げて自身に避妊具を被せた。

　華奢な腰を抱き寄せてそっと切っ先を宛がうと、美冬の唇から小さな声が漏れた。

「っん、……っ」

　快楽を含んだ声に誘われるように腰を沈め、ゆっくりと隘路を押し広げていく。

　達したばかりの彼女のナカはやわらかく、それでいて吸いつくように狭い。うねる内襞に逆らって最奥まで穿って、瑛理は深く息を吐いた。

「だ、め……っ、まだ、イッて……」

　絶頂の余韻から逃れられない美冬の軽く咎める言葉に構わず、瑛理はずぶずぶと奥を突く。

「っあ、ん、……あっ……！」

「ほら、もう気持ちよさそうな顔になってる」

　からかうと、美冬は困ったような拗ねたような視線で瑛理を見上げてくる。その瞳が蠱惑的で、抽挿も激しいものになってしまう。

　労り、優しく抱きたいと思っているのに、こうして肌を重ねれば、まるでセックスを覚えたばかりの少年のように貪っている。

「美冬、痛かったら言って」

「ちが、いたく、な……だめ、そこ、だめ……ぇ……っ」

　むずがる子どものように首を振る美冬の動きに合わせて、癖のない髪がさらさらと揺れる。その髪を一筋掬って口づけた後、両手で美冬の腰を支えると、律動を速めた。

　腰をグラインドさせながら、円を描くように動かし、抽挿する。その度、美冬の唇から甘い嬌声が零れ、内襞が淫らに蠢く。

「あ……っあ、ん、ん……っ」

　互いの腰がぶつかりそうなほど強く打ちつけ、少しの隙間もないほど肌を重ねる。抱き寄せた美冬の腰が自然と揺れるようになったのを見届けて、瑛理は白い乳房に噛みついた。

「あ……っ」

　熟れた乳首を甘噛みし、吸い上げる。白いふくらみがふるりと揺れ、それを掴んだ瑛理の手の中で形を変えた。

「ん、まっ、て……瑛、理、さ……っ、あ、あ……っ」

　美冬の顔、首筋、胸、所構わず口づけて痕を残しながら、瑛理は押し寄せる快楽に逆らわず、彼女のナカを蹂躙した。

　きゅうっときつく締めつけてくる内襞の一枚一枚に、溢れる愛液を塗り込めるように丁寧に動き、美冬の甘い声に合わせて激しく抜き差しする。

　美冬が緩急をつけた動きに翻弄され、少しずつ羞恥心を捨てて乱れる様が愛おしい。

「気持ちいい？」

「ん、……っあ、イイ……っ」

「よかった。俺も、気持ちいい」

　そう答えて深くキスをしたら、美冬はおずおずと舌を絡めてきた。

　彼女を抱き締める体勢でキスを重ねていると、瑛理のそれが美冬の中からずるりと抜け落ちた。

「やぁ……っ」

「ごめん」

　快楽を奪われた美冬が、抗議するように甘い声で咎めてくる。その声すら愛しくて、瑛理はもう一度美冬の胎内に押し入った。

「すごいな。とろとろになってる。もう、イキそう？」

「ん、ん……っ」

　ぐいっと一気に穿たれた美冬が、快感の強さに仰け反って喉を晒している。白い喉に口づけながら、瑛理は美冬のナカをカリの部分で引っ掻き、抉るように動いた。

「や……イッちゃ、う……っ」

「いいよ」

　ゆらゆらと揺れている美冬の腰を固定し、瑛理はその最奥を貫くようにぐっと腰を進めた。

「ふ、あ……あ、……あ……っ！」

　縋るものを求めて彷徨う美冬の両腕を自分の背中に廻させ、そのまま腰を遣った。

「ん、えい、り、さ……ぁ、ん、くる、きちゃう……っ」

「そう。そのまま、感じてて」

　小刻みに震える美冬をきつく抱き締め、ぷっくりと膨れている花芽を押し潰しながら強く抽挿する。

「あ……────……っ」

　快楽に堕ちきった甘い悲鳴を上げて、美冬が達した。

　その瞬間、眼裏を灼くほどの快感が瑛理の腰から脳髄を走る。

「……っ」

　どこまでもやわらかく、きつく絡みついてうねる美冬のナカに包まれたまま、瑛理は薄いゴムから溢れそうなほど精を吐き出した。

「……あ……っ」

　あつい、と小さく呟くと、美冬が気を失った。





＊＊＊






　夜が明ける前に、美冬は目が覚めた。

　隣では、瑛理が静かな寝息を立てて、美冬を抱き締めるように眠っている。

　優しい束縛からそっと離れ、美冬はベッドの周りに脱ぎ捨てたブラウスを拾って袖を通した。

　その後、自分の服と下着、それから隣室にあるバッグを持ってバスルームに向かう。瑛理の服は、彼が着たままなのでどうしようもない。

　シャワーを浴び、下着を軽く洗って畳む。お泊まりセット用のポーチから替えの下着を出し、洗ったものをそこにしまう。

　──夜のデートになるとわかった時点で用意していたのだが、準備万端すぎたかもしれない。先日まで処女だったのに。

　軽く自己嫌悪しながら美冬がベッドルームに戻ると、瑛理はまだ眠っていた。

　チェックアウトまではまだ時間があるから、起こす必要もないだろう。美冬は、しばらく彼の寝顔を眺めた。

　観賞に堪え得る、整った顔立ち。少し乱れた髪が、いつもより幼く見せている。

「……ん」

「！」

　じっと見つめていたら、起こしてしまったらしい。気怠げに目を開けた瑛理は、美冬を見て優しく笑った。

「おはよう」

「……おはようございます」

「どうして、服を着てる？」

　そんな当たり前のことを咎めるように言われても、美冬も困る。

「……起きたからです」

「俺は、起きたらもう一度と思ってたんだが」

「む、無理です！　まだちょっと違和感があるのに！」

　そう、昨日で二回目なのだ。そのわりに、彼の体に慣らされるのが早いのではなかろうかという自己疑念もあるが。

「……違和感？」

「だ……だって、私、二度目で……その、経験不足なので。瑛理さんのご期待には……」

　お応えできませんと続けようとした美冬の両の頬を、がばっと跳ね起きた瑛理の両手が包む。

「……二度目？　昨日が？」

「は、はい」

　真顔で訊かれ、美冬は正直に頷いた。

「俺と……という意味じゃなくて？　もしかして、この間が……初めてだった……？」

「……はい」

　美冬がそう答えた途端、瑛理ががくりと肩を落とした。美冬の頬から、彼の手が離れていく。

「…………」

「あ、あの……？」

「少し、自己嫌悪に浸らせてくれ」

　地の底を這うような声でそう言われた。何が彼をそうさせているのか理解できない美冬に、瑛理は落ち込んだまま告げる。

「出血がなかったから……それに、あの時は君はエリカちゃんの母親だと思っていたし、いや、それにしても全然労ってなかった……」

　そこまで言われて、やっと美冬も理解した。瑛理は、美冬が処女だと気づかなかったことを反省しているらしい。

「あの、私、気にしてません。私が決めたことですし……確かに、最初は殆ど無理矢理でしたけど」

「……」

「すみません、傷口抉りました！」

　謝る美冬に、瑛理は弱々しく首を横に振った。

「いや、事実だからな……すまなかった」

「で、ですから私の意思……なので、謝っていただくことではありませんので」

　あまりの落ち込み様に、何故か美冬の方があの日のことをフォローしている。そんな奇妙なやり取りに、瑛理が僅かに苦笑した。

「……なら。ちゃんと、抱かせてくれ」

「それは昨日……」

「ちゃんと。初めてだったなら、もっと優しく抱きたい」

「……私、もうシャワー浴びましたし、チェックアウトの時間……」

「もう一泊、延長する。──心配しなくていい。君を抱いたら、泊まらずに帰る」

「その、私を抱くのは決定事項ですか!?」

「ああ」

　頷いた瑛理に、ベッドの中に引きずり込まれた。




　優しく抱きたいと言った言葉どおりに、瑛理は丁寧に美冬の体に触れた。

　さっき着たばかりのブラウスを脱がされ、触れるか触れないかのラインで肌を撫でる。

　壊れ物を扱うように触れられ、美冬はくすぐったさに笑った。

「そんなに怖々触らなくても、私は壊れませんよ」

「加減がわからない。初めての時、俺は乱暴だったと思うし」

　心底反省した様子の瑛理が何だか可愛くて、美冬は彼の手を取った。

「大丈夫です」

「……わかった。痛かったら言ってくれ。今更だが」

　本当に今更なことを言うと、瑛理は愛撫を再開した。

　ゆっくりと美冬の体を押し倒し、露わになった胸をやわらかく揉む。捏ねるように強く揉まれ、美冬の唇が声を漏らしそうになると、キスで塞がれた。

「ん……」

　薄く開いた唇から舌が侵入し、美冬の口内を撫でる。味わい尽くすように口内を舐められ、ぞくぞくした感覚が背筋を這い上がってくる。

「ふ……ぁ……っ」

　その間も、瑛理の指が両の乳房を刺激していた。ふにふにと形を変える乳房を揉みしだき、愛撫に震える乳首の周りに指先が触れる。掠めるように乳首に触れる度、美冬の体がびくびくと跳ねた。

「ん……っ、ぁ……、ん……」

　昨日も同じようなことをされたはずなのに、触れ方が違う。どこまでも優しく弱い愛撫が物足りなくて、美冬は自ら舌を絡ませた。

　濡れた音が室内に響き、瑛理の片手が乳房を離れ、美冬の下半身に伸びる。下着越しに秘花に触れられると、歓喜の記憶が脳裏を走る。

「ぁ……っ」

　微かな刺激を与えられ、秘花からとろりと蜜が零れた。それを確かめたのか、瑛理はキスをやめて美冬の首筋から鎖骨を愛撫し始めた。

　痕を残さない、唇と舌だけの刺激が心地いい。与えられる快楽を素直に受け入れ、美冬は乱れた呼吸を繰り返す。

「あ、っん……！」

　鎖骨の窪みを舌で撫でた後、瑛理が乳房に吸いついた。二つの白いふくらみの間に痕を残すと、左の乳房に愛撫が落ちる。

　秘所をゆるゆると撫でられながら、乳房のあちこちに吸いつかれ、硬く色づいた先端を濡れた舌が包み込む。そのままちゅっと吸い上げられ、美冬は乳房と秘所のどちらに集中していいのかわからなくなる。

「ん、あ……っ、あ……！」

「気持ちいい？」

　乳首を口に含んだままそう問いかけられる。濡れた舌が不規則に乳首を掠め、美冬はあられもない声を上げた。

「あ、っあ……、そこ、っ……！」

「美冬。気持ちいい？　嫌？」

「ん、イイ……っあ、あん……っ」

　こくこくと頷く美冬に満足したのか、瑛理は口に含んだ乳首に軽く歯を立てた。

　微かな痛みと強い快感に美冬の体が大きく跳ねると、空いた手で右の乳首を捏ねるように苛みながら、瑛理の口づけが下腹部へと降りていく。

　小さく窪んだ臍を舐められると、お腹の奥がかぁっと熱くなった。秘所への愛撫は一旦終わったのか、瑛理の右手は美冬の背中を支えるように抱いていた。

「あ、ん……、ん……っ！」

　堪えきれない声を零している美冬の脚を開かせ、瑛理の舌が秘所を暴いた。

　やわらかな花片をゆっくり開かせ、花芽を剥き出しにして、ちゅ、と口づけられた。

「っあ、あ……！　だめ……っ！」

　ピンと爪先まで一気に強張る美冬に構わず、瑛理は花芽を口に含んで舌で嬲り、とろとろと溢れた蜜を塗り込める。

「や、いや、……っあ、あ……！」

　狭い蜜壺に指を挿し入れられ、ぐりぐりとナカを刺激された。同時に、ぷくりと膨らんで赤くなった花芽もくちゅくちゅと舌で刺激され、唇に優しく食まれる。

　弱い場所を集中的に責められ、美冬は壊れた人形のように「だめ」と繰り返した。

「だめ、だめ……あ、っ、あ……！」

「イキそう？」

　そう問いかけられても、美冬の体は瑛理の吐息にすら敏感に反応して、強い刺激になってしまう。

「ん、だめ……！」

「わかった」

　あっさりと言って、瑛理が愛撫をやめた。

「────っ」

　くちゅ、と音を立てて指が引き抜かれ、美冬の花芽から唇が離れる。

　不意に奪われた快楽に、達する寸前だった美冬は声にならない悲鳴を上げた。

「大丈夫。──後で、たっぷりあげるから」

　囁くように告げ、瑛理は美冬の体をくるりと反転させた。うつ伏せにされた美冬の背中を、瑛理の指がつうっと撫でた。

「背中も綺麗だ」

「え……っあ……！」

　一言だけ呟くと、瑛理の唇が今度は項に口づけてきた。髪で隠れる部分だからか、他よりも強く肌を吸い上げられ、痕が残った感覚がする。

　やわらかい羽枕を抱き締めてその快感に耐える美冬に、瑛理の唇が背中にキスを繰り返した。

「……っ」

　息を呑んだ美冬をよそに、瑛理の手が脇腹を辿り、まるいヒップラインを撫でる。

　それだけなのに、見えない状況で愛撫されている不安からか、快感が強い。

「瑛理、さ……、あ、いや……！」

　すっと腰だけを持ち上げられ、後ろから昂ぶったモノを宛がわれる。ソレが何度も擦りつけられ、瑛理の指が花芽を突つきながら押し潰してくる。

「や、だめ……っあ、あ……ん────！」

　見えない恐怖で拒絶しようとした美冬のナカに、後ろからずぶりと硬いモノが捻じ込まれた。硬くて熱くて大きなソレに、美冬は枕に顔を伏せて耐える。

「ゴムは、着けてるから」

　美冬の「だめ」はそういう意味ではないのに、取り違えたふりをして瑛理が囁く。その声さえ、聴覚から注がれる甘い蜜のようだった。

　今までのセックスとは角度が違うからか、ぐりぐりと胎内の知らない部分を刺激され、美冬は甘い嬌声を零した。

「っ、あ……ぁん、ん……！」

「キツ……」

　ぽつりと漏らされた声に振り返ろうとすると。

「あ……っあ、あ、ん、ん……！　ま、って……！」

　美冬の腰を両手で抱えた瑛理が、荒々しく雄を叩きつけてくる。優しく抱くと言ったくせに、今までのセックスより遙かに激しい。

　けれど、壊れないから大丈夫だと言ってしまったのは美冬だ。

「あ、や、……っん、あ、ぁ……っ！」

　後ろからの方が動きやすいのだろう、瑛理がズンズンと突いてくる。その激しさに翻弄されながら、美冬は深すぎる快感を声に出した。

「美冬の腰、揺れてる」

　笑みを含んだ声音でそう言われ、羞恥に全身が赤くなった気がした。

　けれど、自制できない。

「とま、とまらない、の……っ、きもち、いい……！　あ、ん、……っあ……！」

「止まらなくていいよ。可愛い」

「あ、瑛理さ……もっと、奥……！」

　がくがくと震える体を持て余し、両腕で羽枕を抱き締めながら身を捩る美冬に、瑛理が息だけで笑ったのがわかる。

「可愛い。素直に感じてる君が、一番可愛い」

　隘路の弱い部分を硬いカリで擦られ、そのまま最奥を突かれる。太く張り出した部分が内襞を刺激し、自分のナカがうねるように乱れているのがわかった。

「っあ、あ……！」

「可愛くて、いやらしい」

　淫らに動く腰が、その言葉に反応するように揺れた。その動きと瑛理の律動が、美冬のナカに不規則な刺激を与えてくる。

「ん、ん……っあ、あ……っん……」

「凄いな。締めつけながらうねってる」

「やぁ……っ」

　溺れるほどの快感と、自分の乱れた痴態に泣きたくなる。そんな美冬の中を穿ち、瑛理が一番奥深くを貫いた。

「──っ」

　ソコを突かれて、美冬の背が反る。ピンと張りつめた体をあやすように、瑛理の片手が美冬の乳房をやわらかく包んだ。

「こっちも」

「……っ、あ……」

　緊張を解すように乳房を愛撫され、美冬の体から力が抜けると同時に、瑛理が抽挿を再開する。

「も……やぁ……っ……」

　ずっと続く快感に疲れて美冬が半分泣き出すと、乳房を揉みしだいていた瑛理の手が、くいと顎を持ち上げて振り向かせる。

　そのままキスをされて、不自然な体勢にきゅうっと隘路が窄まる感覚がした。

「……っ、今、締めなくても……っ」

　柳眉を寄せて何かを堪えている瑛理が、キスを深めてくる。美冬が夢中でそれに応えていると、体内の彼自身が大きくなった感覚がした。

「んっ……」

　離れる時にもう一度軽くキスして、瑛理は再び美冬の腰を抱えた。

「ちょっと、乱暴になるかもしれない。──俺も、もう持たない」

　情けないがと呟いた瑛理は──どこが情けないのか、もう持たないのかわからないくらい強く深く、美冬のナカを抉り、引き抜き、再び押し入ってくる。

　男の昂ぶりを何度となく打ちつけられ、女として開かれる。どんなに荒々しく律動されても、美冬の体はそれを受け入れた。

「ふ、あ……っぁん、ん、あ……っ」

　内襞が淫らに蠢き、美冬のナカがさざめくように震えながら瑛理を締めつけているのがわかる。

　もう限界だと思った瞬間、瑛理のソレが美冬の一番弱い部分を強く擦ってきた。

「っあ、あ……────っ……」

　美冬が達し、ナカが絶頂の余韻を伝えるように強くきつく瑛理を引き絞る。

　その波を受け、ぐっと美冬の一番奥を突いた瑛理が低く呻き──美冬は、彼が達したことを理解した。







５．暗雲








　そろそろ、初夏から夏に移ろい始めた時期。昼間だけでなく夜もシャツ一枚で過ごせそうな気温が続く。

　蓮水建設での仕事にも慣れてきたある日の夜、美冬のスマホが着信を告げた。

「はいはい……って、え、美春……？」

　エリカはリビングで大人しく絵本を読んでいる。エリカに聞かせていいものか悩んだ美冬は、咄嗟に寝室に向かった。

「エリカ、ママ、電話だから。少し待っててね」

「はぁい」

　そう言って、急いでスマホをタッチして通話に出る。

「はい。美春？」

『もしもし？　美冬ちゃん？』

「どうしたの、急に」

『急なのはわかってる、ごめんね。それが、私と和也、今月いっぱいで日本に帰ることになって』

「え!?」

『びっくりだよねー。世界情勢がナントカで、って……上の方の話は私にはわからないんだけどね』

　美春の勤めている病院が、落ち着かない世界情勢を案じて、一時的に海外医療派遣を休止することにしたそうだ。そのまま現地に残って勤める方法もあったが、夫の和也と相談した結果、エリカのこともあるし、帰国を決めたという。

『それで、エリカを引き取ろうと思ったんだけど……いきなりすぎるでしょ？』

「そこはわかってるのね」

　美冬が半ば呆れると、美春は申し訳なさそうな声で答えた。

『美冬ちゃんの今の会社からは、うちの病院遠いし……エリカと三人で、ちゃんと親子をやり直したいの』

「それは……美春と和也くんが本当の親なんだから、当たり前だけど……」

　でも、と美冬は思う。

　親の都合でずっと伯母と祖父母に育てられてきたエリカに、また環境が変わると言うのは可哀想すぎる。それでなくても、最近も美冬の異動で引っ越しを体験したばかりだ。

『……うん。私達が自分勝手なのはわかってるの。でも、いつまでも美冬ちゃんやお母さん達に、私達の責任を押しつけるつもりもないから』

「美春……」

『エリカも、すぐに私達と暮らすのは難しいと思う。電話はしてたけど、一緒に暮らしてないし。だから、とりあえず私達が帰国したら、仕事の休みの日だけでも、エリカと過ごしたいの』

　普通の家族のように、動物園や遊園地に行ったり、家でゆっくりしたり。

　そうやって少しずつエリカとの距離を縮めていきたいと美春は言う。

「わかった。エリカを傷つけないなら、私はそれでいい。エリカには美春が話す？　それとも私？」

『私が話す。エリカに代わってもらっていい？』

　美冬は、通話を保留にしてからリビングに戻った。エリカは、流行の動画に夢中になっている。

「エリカ。お母さんが、エリカにお話があるんだって。動画は止めておくから、お電話して」

「？　エリカに？」

　保留を解除してエリカに渡すと、恐る恐るといった様子で通話を始める。

「……もしもし？　おかあさん？」

　ご用は何？　と問いかけるエリカを見守りたい気持ちを抑え、美冬は就寝の準備をする為に寝室に戻った。

　ベッドを整え、エリカのお気に入りのぬいぐるみを枕の隣に置く。それから、明日の着替えを二人分用意した。

　そこに、エリカが飛び込んできた。

「──ママ！」

　ドンッと勢いよく抱きつかれ、一瞬よろめいた美冬は、エリカが握り締めているスマホを見た。まだ通話中らしく、「美春」と表示されている。

「やだ！　エリカはママといる！」

「……エリカ。お電話、ママに貸して」

「……うん」

　エリカの手からスマホを受け取り、美冬は通話を再開した。

「美春」

『ごめん……誤解させちゃった……』

　気が急いて、いずれは一緒に暮らしたいことを告げたらしい。エリカは、すぐに美冬と離れると誤解したのだろう。

「私から話してみる。美春はもう少し和也くんと話し合って。大事なのは、エリカの気持ちだから」

『うん。ごめんね、美冬ちゃん』

「落ち着いたら、メッセージ入れるから」

『わかった。ありがと。エリカのこと、お願いします』

　美春との電話はそこで切り、スマホをベッドのヘッドボードに置いて、美冬はエリカを抱き上げた。

　子どもの成長は早い。随分と重くなったエリカからは、子ども特有の甘い匂いがする。

　そのままベッドの縁に座らせ、美冬も隣に座った。

「エリカ」

「……」

　俯いたエリカの顔は見えないが、泣いているらしいことはわかった。

「……ママと一緒がいい」

「うん。でもね、エリカの本当の家族は、お父さんとお母さんでしょう？」

「ママもおばあちゃんもおじいちゃんも、うそのかぞくじゃないもん！」

「ごめんね、言い方が悪かった」

　ぎゅっと美冬の腰に抱きつくエリカの髪を撫でながら諭した。

「お母さんもお父さんも、エリカに会いたいんだって。でも、今すぐ、一緒に暮らしたいとは言ってないの。それもエリカの為」

「……」

「ママもエリカと一緒がいいよ。エリカがいないと寂しい。……それは、お母さん達も同じなの」

　エリカは、ゆっくりと美冬を見上げてきた。美春によく似た面差しは、きっと美冬にも似ている。

　幼い頃の自分が泣いているように思えて、美冬は内心で苦笑を禁じ得ない。

「だから、お母さん達に会ってあげて。エリカの家族なんだから。一緒にいて、嫌だなって思わないなら」

「……おかあさんたちのことはきらいじゃないよ。でも、ママとはなれるのはいや」

「すぐにママと離れるわけじゃないよ。ママと暮らしながら、お休みの日はお母さん達とお出かけするの」

「……ママは、エリカがじゃま？　えいりくんと二人きりのほうがいい？」

　エリカの率直な問いに、美冬は反射的に首を振った。

「比べたことはないし、比べるつもりもない。エリカはエリカ。ママは、エリカが一番大事」

「……えいりくん、二番目？」

「エリカとは違う意味で特別……かな」

　エリカを宥める為でも、嘘はつきたくない。

「ママは……エリカのこと、きらいになったんじゃないよね？」

「そんなことないのは、エリカにはわかるでしょ？」

　ぎゅっと抱き締め返すと、エリカは「うん」と小さく頷いた。

「……おかあさんたちとお出かけするのはいいよ。ママも、えいりくんとお出かけしていいよ」

「エリカ」

「でも、ママとはなれるのはいやだから」

「……うん」

　今は、これでいい。美冬はそう思った。

　一度に何もかも全部受け入れさせる必要はない。エリカが美春達との交流を受け入れてくれただけで良しとすべきだ。

　いずれ、エリカは美春達との生活を選ぶだろう。その時が来るまで、美冬はエリカの心を守ればいい。

　──そう遠くない未来に手離すことになる小さなぬくもりを、美冬は黙って抱き締めていた。
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　夏の陽を受けて、オフィス内の観葉植物が煌めいて見える。背の高いガジュマルが、室内を明るく見せている。

　一人で過ごすには広い副社長室で、瑛理は美冬からのメッセージを読み返した。

『土曜日、二人でお話ししたいです』

　事務的にも見える一文が、美冬なりの精一杯の誘いだとはわかっている。

　だが、土曜日となるとエリカも一緒だろう。あのくらいの女の子が好む場所はあまり知らない瑛理は、いくつかの候補地を脳裏に浮かべてみた。

　ふと目を遣ると、採光ガラスの窓の向こうは、オフィス街が広がっている。燦々と注ぐ陽光はガラス越しだと優しい陽射しに変わった。

『公園にピクニックは？　弁当はこちらで手配してもいい』

　そんなメッセージを送信したが、美冬からは返事は来なかった。

　仕事中は私事をしないのが、彼女らしい。

　それを見習って、瑛理は蓮水カンパニーから回されてきた仕事に取りかかり、メールフォルダを開いて呻いた。明日から三日間、出張が入れられていたのだ。

　蓮水カンパニーには瑛理の秘書である綾里がいる。有能としか言えない彼女らしくないスケジューリングだ。

「……事前に俺に聞くべきだろうに。綾里さんらしくない──いや」

　瑛理の仕事のスケジュールはあちらでも管理されているから、空いていることは把握してのことだろう。そして無駄を嫌う綾里なら、瑛理に急ぎの案件がないことは事前に調べているはずだ。断りようがない。

　仕方ないと溜息をついて、さっき送信したメッセージに続けて美冬に連絡した。

『明日から三日間不在だから、返事は金曜日まででいい』

　──急かしていると思われないだろうか。

　こんな手探りな恋は初めてで、瑛理も勝手がわからない。

　それでも、美冬に対しては行動あるのみだということは、告白した時にわかった。だから遠慮しない方がいいのかもしれない。

　自分に言い訳しながら、瑛理は明日からの出張に必要なデータを検索する。

　美冬からは、昼過ぎに「エリカは母に見てもらうので、二人だけですが。お弁当は私が用意しますね」と返事が届いた。

　エリカを最優先しているはずの美冬らしくない返事に内心首を傾げつつ、瑛理は仕事に没頭した。
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　街の緑が色濃くなり、行き交う人が涼しげな服装になっている土曜日の午前。瑛理は、美冬との待ち合わせ場所で時間が過ぎるのを待っていた。

　十一時の約束だが、少し早く着いた。

　仕事で着るよりはカジュアルな、深いグレーに銀のストライプの入ったスーツは、夏仕様で涼しい。黒地のシャツに臙脂のネクタイは、少し若すぎたかもしれない。

　そう思いながら時計を見ると、あと五分で十一時になる。

　そこに、美冬が現れた。オフホワイトのチュニックブラウスにモーヴ色のスカートという、涼しげなファッションだ。

「すみません、お待たせしましたか？」

「俺が早く着いただけだ」

　瑛理が軽く首を振ると、美冬はほっとしたように微笑んだ。

「どこに行く？　行き先は君が決めると思っていたんだが」

「少し遠出しましょう。お弁当は、ちゃんと作ってきましたから」

　笑いながら、彼女は手に提げているバスケット籠を持ち上げてみせた。




　電車をいくつか乗り継いだ先にある公園の、立ち入り自由の芝生の上で昼食を摂ることにした。

　陽射しを避ける為、大きな木の陰に座る。

　美冬は、バスケット籠からサンドイッチと水筒を取り出した。

「傷んだら困るので、保冷剤は入れたんですけど……おかげで、冷たい物ばかりになってしまいました」

　反省するように言い、サンドイッチに続いて、クリームチーズとトマトのカナッペ、鶏肉の梅しそ焼き、オレンジと林檎のフルーツサラダが入った容器を並べる。

「簡単なもので申し訳ないんですが」

「俺なんか、何も持ってきてない」

　瑛理の言葉に、美冬が小さく笑う。

「食べながら相談……というのも何ですから、先に食べちゃいましょう。後で、コーヒーでも飲みながら聞いてください」

　そう言う美冬の提案を受け入れて、瑛理は除菌シートで手を拭いてサンドイッチを一つ取った。ツナにポテトを混ぜたもので、黒胡椒が味を引き締めている。

「美味い」

「サンドイッチですからね。具材で冒険しない限り、それなりの味にはできます。──こっちは卵で、それはベーコンレタストマトです」

　美冬は謙遜するが、料理が苦手な瑛理には充分だった。誰かの手作りのサンドイッチなど、テイクアウトくらいでしか食べたことがない。

　美冬は水筒に飲み物も入れてきていたので、紙コップに注がれたアイスコーヒーを飲んだ。丁寧に淹れてくれたのだろう、すっきりとした味わいだった。

　食後のフルーツサラダまで堪能して、瑛理は二杯目のコーヒーを片手に、美冬に礼を言った。

「美味かった。ご馳走様。──それで、君が話したいことは何だろう？」

　控えめな美冬からは切り出しづらいだろうと、こちらから問いかける。美冬は、少し顔を伏せた。

「エリカの、ことで」

「エリカちゃんの？　今日連れてこなかったのは、あの子に聞かせたくない話か？」

「聞かせたくないというか……」

　美冬らしくない曖昧な返事に、瑛理は黙って先を促す。

「……妹夫婦の帰国が決まったんです」

「いつ？」

「来月です」

「随分と急な話だな」

「世界情勢が落ち着かないからということらしいんですが。……それで、当然、妹はエリカと暮らしたいと」

「それは……そうだろうな。だけどエリカちゃんは……君と離れたくはないだろう」

　瑛理が呟くと、美冬はこくりと頷いた。

「嫌がっています。美春──妹は、すぐに一緒に暮らすつもりはないんです。平日は私と暮らして、週末だけ親子で過ごして……そうやって、エリカを慣らしていきたいと」

　ぎゅっと紙コップを壊さないように握り、美冬は言葉を継いだ。

「もちろん、親子で暮らすのが一番いいこと、エリカの為になることはわかってます。だけど……私も寂しくて。嫌だと言うエリカを、上手く説得できなくて」

「君が説得する必要はないんじゃないか？」

　瑛理がそう言うと、美冬が顔を上げた。

　不思議そうに瑛理を見る瞳から、彼女の頑ななほどの責任感が困惑しているのがわかった。

「それに、平日は君と過ごすままなら、エリカちゃんが混乱するだけだと、俺は思う」

「でも……いきなり、環境を全部変えたら、エリカは」

「君と離れる、そのことを嫌がっているなら──土日だけ妹さん達と過ごしても、エリカちゃんの君への依存が強くなるだけだ」

「……っ」

「手離せとは言わない。荒療治をしろとも言わない。だけど、離れたとしても、君があの子を大切に想う気持ちは変わらないんだろう？」

「当然です」

　それは絶対だと言い切った美冬に、瑛理は頷きを返す。

「あの子だって、離れても君を慕う気持ちは変わらない。だけど、冷たい言い方になるが君はあの子の母親じゃない。──その立場は、妹さんのものだ」

「…………」

「エリカちゃんが傷つくから。泣くから。……そうやって理由を付けずに、ただ君があの子と離れたくなくて困っている」

　瑛理の指摘に、美冬はきつく睨みつけた後──堪えきれないように、涙を溢れさせた。

　泣かせたいわけではないのに、理詰めで話さざるを得ないから、こうなってしまう。

　損な役回りだと思う。

「……わかって……ます……」

「なら、俺に相談することでもないだろう。愚痴や泣き言ならいくらでも聞くが」

「……優しいのか意地悪なのか、どちらかにしてください！」

　美冬の抗議に、瑛理はコーヒーを飲み干し、彼女の髪を撫でた。

「君の好きな方にする。どちらがいい？」

「……両方、必要です。意地悪でも、ひどくても……正論は必要だし……でも、泣きたい時は優しくしてください」

「ああ。……泣いていいから。誰も見てない」

　広い公園には、同じようにピクニックに来ている人達はいるが、それぞれ一定の距離を置いている。会話内容は聞こえないだろう距離だ。

「泣いていいって言われて、すぐに泣けるほど器用じゃないんです……！」

「でも、もう涙目だ」

「……泣いてる時は、優しくしてほしいって言ったのに……っ」

　ぽろぽろと涙を零す美冬を抱き締めたくなる。衆目の中でも瑛理は気にしないが、美冬は気にするだろう。だから、黙って見守るに留めた。

「俺がいるから自分が邪魔にされるとか、そんな誤解はしてないんだろう？」

「そんな子じゃ、ないです」

「なら、エリカちゃんが嫌がるのを言い訳にしてるだけだ。──『ママ』である君から手を離してやらないと、あの子は『お母さん』を受け入れられない」

「……っ……」

「まだ六歳だ。あんな小さな子に、自分の言動の責任を負わせるな」

　淡々と告げる瑛理に、美冬は頷きながら泣いている。

「瑛理さん……意地悪、です……」

「そうだな」

「でも……おかげで、決めることができました」

　涙に濡れた顔で、美冬が瑛理を見つめる。

「ありがとうございました。妹と話してみます」

　そう頭を下げる美冬の肩がまだ震えている。

　──女の泣き顔を見て、愛しいと思ったのは初めてだった。

　泣かせてしまったことに反省はあるが、それでも彼女に必要なことだから言った。泣かせたくないという自分の気持ちより、美冬の為になることを優先した。

　自分でも思っている以上に、瑛理は美冬に惹かれているらしい。

　仕事に真摯な姿。

　優しい母親の顔。

　そして、甘く乱れる女としての姿。

　どれも美冬だから、すべてほしくなる。共に過ごす時間が長くなるほど、惹かれていく。

　普段の、そつのない彼女らしからぬ脆さを見て、また恋をした。

　今見せてくれた弱さも、愛しい。

　ずっと手元で育ててきたエリカのことは、我が子のように愛しいだろう。それでも、エリカの為に、瑛理の言葉を受け入れようと努めている。

　そんな強さを秘めた、美冬という女性が愛おしいと思う。

　静かに泣いている美冬の髪に頬を寄せ、瑛理は細い体を抱き寄せた。




　瑛理に背中を押される形になったが、美冬の気持ちは決まった。

　両親が健在で、一緒に暮らすことを望んでいるのだから、受け入れるのがエリカの幸せだ。いつまでも美冬が母親代わりはできないし、それは美冬も望んでいない。

　美春と相談した結果、エリカも含めて美春夫婦、美冬の四人でオンライン通話で話し合い──当初の予定に少し変更を加えた。

　エリカは、金曜の夕方から日曜日までは美春夫婦と過ごす。夜も両親の部屋に泊まる。それから、美春達の仕事次第、またはエリカの小学校入学が先になるかもしれないが、その頃を目処に、完全に美春夫婦が引き取ることに決まった。

　最初は泣いていたエリカも、美冬が何度も言い聞かせるうちに落ち着いてきた。美冬にとって邪魔だからではなく、エリカの為だという言葉を受け入れたようだ。

　それでも、ずっと一緒だった美冬と離れるのが寂しいらしく、最近は特に甘えるようになってきた。美春達はまだ帰国していないのに、先が不安なのかもしれない。

　美冬は瑛理に断って、できるだけエリカと過ごすようにした。

　仕事が休みの日は、瑛理と一緒に三人で行楽地に出かけたり、家でゆっくり遊んだりして、日々を送る。

　そうするうちに、美春と和也が帰国した。その最初の週末になる今日、エリカはお泊まりセットを持って、美春と手を繋いだ。

「ママ……」

「エリカのママは美春。これからは、ママじゃなくて伯母さんって呼んで……ね……」

「美冬ちゃん？」

　言い淀んだ美冬を見て、美春が不思議そうに呼びかける。

「いや……自分で言って傷ついた、私、おばさんなのよね……」

「血縁上は仕方ないよね。エリカ、これからは『美冬ちゃん』って呼んであげようね」

「うん。……みふゆ、ちゃん」

　美春の言葉に頷いた後、エリカは美冬を見上げた。

「にちようびの夕方まで、まっててね、みふゆちゃん」

「待ってる。でも、エリカがママとパパともっと一緒にいたくなったら、そう言っていいからね」

「……うん」

　今にも泣き出しそうな顔で頷いて、エリカは和也が待つ車に乗り込んだ。美冬がチャイルドシートのベルトを締め、その隣に座る。

「それじゃ、お義姉さん、色々すみませんが……」

「いいの。和也くんも、運転気をつけてね」

「美冬ちゃん……」

「美春までそんな顔しないで。これから毎週のことなんだから」

　美冬の言葉に「そうね」と微笑んで、美春が小さく手を振る。それに倣うように、エリカも手を振り、和也が車を発進させた。

　その後ろ姿を見送った美冬が部屋に戻ると、テーブルに置いたままのスマホがメッセージの着信を告げている。

　慌てて確認すると、瑛理からだった。

『今から行ってもいいか』

　端的な一文に、美冬はくすっと笑みが零れた。

　きっと、今日のことを──美冬の心情を心配したのだろう。拙い優しさが、短い文章からも伝わってくる。

『待っています』

　そう返信して、美冬は部屋を軽く片づける。

　もう、夜の七時だ。こんな時間から家でデートになるのかはわからないが、二人でゆっくり飲むのもいいかもしれない。

　……そういう行為になるかもしれないと察し、美冬は慌ててバスルームに駆け込んだ。




　瑛理が、コンビニで買ったという缶酎ハイを持って来てから二時間後。美冬は完全に出来上がっていた。

「エリカ、どうしてるでしょうねえ……」

　酔いがまわってきた美冬の、何度目になるかわからない問いに、瑛理は律儀に答える。

「夕飯を食べ終わってる頃じゃないか」

　小さなローテーブルを挟んで、向かい合って座って酒を飲んでいたのだが、美冬は半ば潰れた状態だ。氷の入ったグラスをくるくる回しながら、瑛理に愚痴を零している。

「あの子、アレルギーはないし好き嫌いもないんですよ……美春の料理スキルが不安ですけど……」

　家にいた頃は家事なんてしなかったから、と呟く美冬に、瑛理が問いかけた。

「海外で三食付きだったのでなければ、料理はできるようになってるんじゃないか」

「横暴ですー。家事は女の仕事って決めつけないでください」

　いい感じに酔っている美冬が絡んでくる。瑛理は真面目に頷いた。

「そうだな。俺も家事をできるだけ自分でするようになった」

　君の影響だと付け足すと、美冬は大きな目を見開いた。

「私の？」

「自分の子どもの世話くらい、できるようになりたいと思った」

「……子ども」

　呟いた美冬に、瑛理はいつか言おうと決めていた言葉を口にする。

「俺と結婚してほしい」

　美冬がぽかんとするのは結構レアだと思いながら、瑛理は彼女の答えを待った。

　言われたことが理解できないといった表情が、みるみるうちに赤く染まっていく。酔いの為だけではないその朱に、瑛理は内心でほっとした。──一笑に付されたらどうしようと思っていた。

「い……きなり、何を」

「前にも、結婚前提でと言ったと思う」

「そ……うでしたっけ……」

　戸惑っている美冬に、瑛理は答えを促したい気持ちを抑える。

「身分違いすぎます。私と瑛理さんじゃ釣り合わな……」

「俺は結構前に結婚前提でと言って、君はその時に別れようとは言わなかったのに、今更俺を捨てるのか」

「す、捨てるってそんなことは」

　美冬が小さく首を横に振った。そして、まだ困惑した顔で瑛理を見つめる。その顔に、酔いはもう感じられなかった。

「結婚してほしい。君さえよければ、明日にでも婚約指輪を選びに行きたいと思ってる」

　先にご両親に挨拶だろうかと瑛理が呟くと、美冬は居住まいを正した。

「……冗談じゃなかったんですね」

「俺はつまらない人間だから、そういった素質はないんだ」

「いえ、結構面白い人です。こんな状態でプロポーズなんて、普通はしません」

「こんな状態？」

「自棄酒を飲みながら愚痴を零してる女にプロポーズ、です」

　そうは言われても、瑛理だってもう少しムードのある方がいいとは思った。

　が、美冬の気が済むまで好きにさせてやりたいと付き合っていたら、家事についての見解が出てきた。そこで自分の心境の変化とその理由を告げて──そうしたら、プロポーズすることになっただけで。

「もっと、それらしい雰囲気の方がよかった？」

「……いえ。それはそれで恥ずかしいので」

　今現在ものすごく恥ずかしいと笑った美冬に、瑛理も微笑んだ。

「……お受けします」

　丁寧に受諾の答えが返り、瑛理はほっと息をついた。

「よかった。ありがとう」

「ヘンですよね、それ。プロポーズを受けてくれてありがとうって言うなら、私だってプロポーズしてくれてありがとうって言いたいし」

「そうか？」

「そうです。私、鈍いみたいなので。自分の気持ち……結婚したいくらいに瑛理さんが好きってこと、なかなか自覚してませんでしたし」

　首を傾げて言う美冬に、瑛理も頷いた。

「俺も自分の気持ちに疎い方だから、君に好きだと言うのは時間がかかった」

　そして、好きだと自覚した頃にはもう引き返せないくらい溺れている。

「……好きです」

　美冬の、消えそうに小さな声は、瑛理の唇に塞がれた。




　リビングと隣り合った寝室にどちらからともなく入り、ナイトモードの灯りを点けた。そのまま、セミダブルのベッドに座り、互いの服を脱がせ合う。

　ぷつ、と美冬の下着のホックを外すと、形のよい乳房がふるりと零れ出た。薄明かりの中、白く浮かび上がる肌が綺麗だった。

「無理してないか？」

　瑛理の言葉に、美冬は小さく首を振る。

　伏せられた睫毛の長さに少し動揺した瑛理は、それを隠すように美冬に口づけた。

　美冬の唇から、ん、と微かな声が漏れる。触れるだけだったキスを、互いに求め合うように深いものに変えながら、美冬の肌を撫でた。

　しなやかに伸びた背中を撫でると、美冬の腕が瑛理の体を抱き締める。細い腕の束縛が心地よくて、瑛理は美冬の口内を蹂躙した。

　濡れた音を立てて舌を絡め、どちらからともなく離れる。ゆっくりと美冬の体をベッドに横たえ、ふっくらと盛り上がった乳房を見つめながら、美冬の顎に口づけた。

　そのまま、輪郭のラインを確かめるように唇を這わせ、耳朶を食む。くすぐったそうに身を竦めた美冬の乳房を手で包み、緩く揉みながら耳裏をきつく吸い上げた。

「ん……っ」

　美冬が快感が滲む声を落としたことに満足し、今度は首筋を愛撫した。白く細い首は無防備で、瑛理が少し強めに吸うと、美冬の体はぴくりと反応する。

　美冬の両腕は絡め取るように瑛理の背中に廻されていて、時折、愛撫に耐えるように指先に力が入る。それが強くなる場所を選んで刺激してやれば、白い乳房の先端は赤く熟れていった。

　首筋から鎖骨まで唇で愛撫し、乳房に顔を寄せる。やわらかなふくらみに口づけると、美冬の肌がしっとりと潤ってくる。

「吸いつくような肌だな」

「……駄目、ですか？」

「いや。気持ちいい」

　不安げに問う美冬に答え、瑛理は彼女の肌を味わった。微かに甘く感じるのは、錯覚だろうか。

　ちゅ、と音を立てて乳房を吸い上げる。薄桃色の痕が残るのが可愛くて、所構わずキスをした。

「ぁ……っ」

　空いた手でもう一方の乳房を優しく刺激しながら、唇で乳首を甘く食んだ。硬くなったそれを飴を舐める子どものように舌で転がせば、美冬の口から嬌声が溢れ出た。

「あ……っん、あっ……！」

　乳首を舌で突つき、ちゅうっと吸い上げる。美冬の肢体が快楽をやり過ごそうと捩られると、瑛理は乳房を揉む手に力を入れた。

　簡単に形を変えるやわらかな乳房を少し強めに揉み、ツンと尖った先端を指の腹で押し潰す。次いで摘まむように軽く愛撫し、もう一方も舌と唇でゆるい刺激を繰り返した。

「ん、ん……っ」

　美冬の声が途切れがちになり、きゅっと唇を噛み締めている。それを見た瑛理は手を伸ばし、美冬の唇をそっと撫でた。

「ぁ……ん」

　優しく触れるだけで、美冬は快楽を覚えたらしい。とろりと蕩けた声が落ち、瑛理の耳を心地よく刺激する。

　薄桃色の痕がいくつも散った胸から離れ、なだらかな腹部に唇を這わせた。乳房を揉んでいた手で肌を滑らせ、指先だけで、くびれたウエストラインを撫でる。

「ん、くすぐった……っぁ、ん！」

　そのまま腰骨を辿り、秘められた部分を探ると、美冬が小さく悲鳴を上げた。

　既に潤い始めていた秘花に指を含ませ、花を咲かせるように、柔肉のあわいから指を挿し入れた。

「あ、……っあ……！」

　短く断続的な嬌声は、美冬が確かに快感を追っていることを伝えてくる。腹部の肌を吸い上げていた唇を離し、瑛理は美冬の秘花に顔を埋めた。

「あ……！」

　小さく震えた声は甘さを帯び、この先の快楽を期待しているようにも聞こえる。

　指を抽挿させ、ゆっくりと花開いた部分に口づけて、味わうように舌を捻じ入れた。

「っあ、あ……ん、っ……！」

　舌でぐずぐずに溶かして蜜を啜ると、美冬の両手が瑛理の頭をかき抱き、細い指が髪をぐしゃぐしゃにする。甘く蕩けた部分に軽く歯を立てた後、真っ赤に熟れた花芽を唇で食んだ。

「あ、だめ……だ、め……っ……！」

　最も敏感に部分を刺激され、美冬の唇は嬌声を零し、秘花は蜜を溢れさせる。とろりとした蜜を舌先で掬い、膨らんだ花芽に塗り込めると、美冬の呼吸が乱れた。

「あ……っ、あ、ん、っあ……！」

　がくがくと腰が揺れるので、それを片手で支えた。蜜壺を何度も抉り、ナカから刺激しながら、花芽への愛撫を繰り返す。

「っあ、ん、ん……っ」

　美冬の声と呼吸が浅く短いものに乱れるのを確かめて、瑛理は強めに花芽を吸い上げた直後、彼女の秘所から顔を離した。

「あ……っ……」

　達する寸前だったのか、美冬が快楽を持て余して瑛理を見つめる。その視線の甘さに満足しながら、瑛理はスラックスの前を寛げ、用意していた避妊具を着けた。

「脚、開いて」

　頼りなく投げ出されていた脚を軽く撫でて囁くと、美冬は躊躇いながら両脚を広げていく。

「もう少し。俺が入れない」

　かあっと赤くなった頬を隠すように、美冬の両手が顔を覆う。

「隠さないで。見せて」

「……っ」

　その両手を優しく掴み、裏手にして抑えつける。ぐ、とのしかかると、美冬は泣きそうな顔になって脚を開いた。

　白い両脚の間に体を割り入れ、硬く張りつめた自身を美冬の秘花に宛がう。蜜を纏わせて、ぬめる泥濘の中にずぶずぶと押し入った。

「っ、ん……！」

　異物感に耐えるように美冬の目が閉じられ、長い睫毛が影を作る。その唇にキスしながら、瑛理は挿入れる限りの最奥まで彼女のナカを進んだ。

　ざらついた内襞が、薄いゴム越しに絡みついてくる。奥まで貫かれた美冬の両脚は、爪先までピンと伸ばされていた。

「力、抜いて。──そう、上手だ」

　瑛理の言葉に従うように体の力を抜く美冬に、キスを深くした。舌を絡め取ると、おずおずと応えてくる。

「ここ、好き？」

　昂ぶった自身の硬い先端で美冬の弱い部分を突くと、溢れるはずの嬌声はキスの中に溶けた。

　目尻に涙を浮かべる美冬に熱っぽいキスを繰り返しながら、瑛理は今までの行為で覚えた彼女の好い部分を攻めた。

　先端で擦り、太い部分を押しつける。それだけで、美冬の胎内は嵐のようにうねり、どくどくと蜜を溢れさせる。

　甘く淫らな声が瑛理の脳裏を灼き、抑えつけていたはずの手は彼女の背中を抱き締めていた。美冬の両腕も、彼女のナカ同様に、瑛理の体に絡みついてくる。

「ん、ん……っ！」

　キスで唇を塞いだまま繰り返される律動に、美冬は苦しげな、それでいて甘くくぐもった声を漏らす。瑛理の動きに合わせて細い腰が揺れ、限界まで押し開かれた蜜壺は、痛いくらいにきつく締めつけてくる。

「……っ……」

　一瞬にして駆け上ってきた射精感を何とか受け流し、瑛理は美冬の体を貪った。

　きつく抱き合った体の間で美冬の胸が押し潰され、やわらかな快感を与えてくる。腰から下は、絡みつかれ、絞られて、熱い襞に包まれた快感でおかしくなりそうだ。

「ん、ん……ん、っ……！」

　美冬の呼吸が苦しげになったので、唇を離す。その代わりとばかりに、彼女の顔中にキスを繰り返した。

「あ、んっ、ぁ、あ……っ」

　律動が自制できないほど激しくなり、美冬を犯すように奥深くまで暴き、抉った。

　乱暴なほどの動きにも、美冬は瑛理を受け入れたまま嬌声を零している。

「や、もう……っ……」

「嫌か？」

「や、おかしく、なっちゃ……あん、っあ、あ……！」

　好きな女が、自分で乱れている姿は愛しくてならない。嬉しくて、もっと乱れさせたくなる。

　瑛理は美冬の手を離し、彼女の腰を掴んで揺さぶりながら抽挿を繰り返した。

「も、……っ、だ、め……っ」

　消えそうなほどあえかな声なのに、瑛理の耳にはよく聞こえる。涙まじりの嬌声が、高く細い悲鳴になった瞬間。

　それまでとは比較にならない淫らな蠢きに引きずられ、堪えきれないほどの射精感に襲われる。

　くったりと力が抜けた美冬の肢体に、瑛理はどくどくと溢れる精をゴム越しに注ぎ続けた。
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　エリカと美春達の交流は上手くいっている、と美冬は思う。最初は出かけるのをぐずっていたエリカも、両親と過ごすうちに、彼らに馴染んでいっている。

　それを寂しいと思わなくはないが、美冬の感傷でエリカを混乱させたくない。寂しいという気持ちは、瑛理が受け止めてくれている。

　そんな風に季節が一つ過ぎた頃、鈴倉の店が完成した。希望以上の出来だと満足してもらえたらしく、蓮水建設の営業部だけでなく広報部も喜んでいる。

　美冬の仕事は、瑛理のサポートだけではなくなってきた。他社──蓮水カンパニーにいる秘書の綾里と情報共有して、瑛理のスケジュールを効率よく仕事に割り振るようになった。つまり、美冬も本格的に秘書のようなことをしている。

　だから瑛理が父親に命じられたらしい建築部門の利益強化についても、ある程度は把握した。

　ただ、美冬は香月建設のような中小企業については経験があるが、蓮水建設ほどの大企業のことはわからない。現在、手探りで行っているくらいだ。

　その為、瑛理が時折数字と睨み合いしていても、適切なアドバイスができない。せめて気が休まるよう、紅茶を淹れる程度だ。しかも瑛理とは別室勤務なので、彼が疲れたタイミングを見ることもできない。午後三時前後に、隣室に紅茶を持っていくのが日課になっている。

「……お疲れですか？」

　殆ど音を立てずにティーカップを置くと、瑛理が顔を上げた。小さく、ありがとうと礼が返される。

「総帥からの指示について、君の意見を聞きたい」

「総帥の……ですか」

　突如出てきた名称に戸惑うと、瑛理は深く頷いた。

「そう。俺に課された役目と言うべきかな。総帥は、蓮水グループ内で建築部門の利益やイメージを向上させたいとのことだ。君の実家──香月建設は顧客満足度が高かったが、何か特別なことをしていたか？　それに、従業員の意欲も高かったと思う」

　瑛理の問いかけに、美冬は記憶を辿るように少し思案し、口を開いた。

「私の経験した範囲でよければ、お客様にご満足いただけた点や至らなかった部分などをまとめておきます」

　今度は、美冬は瑛理に質問を重ねた。

「企業イメージについては、経営者視点と従業員視点があると思いますが、副社長はどちらをお考えですか？」

「どちらも」

　即答されて、今度は美冬が笑う。正直で、強欲な人だ。

　でも、それが経営者には必要な資質だとも思っている。

「でしたら、給与だけでなく福利厚生も充実させる必要がありますね」

　蓮水建設は業界でもトップクラスだから、ホワイト企業だ。それでも、めまぐるしく流れる世論の要求すべてをクリアできているわけではない。

　美冬の考えを悟ったように、瑛理は苦い表情になった。

「あまり厚遇しすぎて人件費を高騰させるわけにもいかない。利潤が低くなる。かといって、ここで技術や人脈を得てさっさと転職されるのも困るんだ」

　欧米ではよくある働き方で、能力のある人間は、より高く評価してくれる会社に移ることに躊躇いがないと言われ、美冬は何となく納得できない。

「愛社精神や終身雇用なんてものは、時代錯誤だからな」

「それはそうですけど……きちんと評価すれば、転職する人は」

「その『評価』を目に見える形にしたら、金だろう」

　どこか突き放した口調に、美冬は何故かむっとした。香月建設が左前で給料が下がった時、辞めた人はいなかった。

　彼の言い分も理解できないわけではない。むしろ、正論だと思う。家族経営で、職人達とも親戚のような絆のある香月建設を基準に考えてはいけない。

　それでも、金で縛っておけばいいという考え方には、美冬は頷けなかった。

「……家というのは、ハコじゃないんです」

「何？」

「家を建てるというのは、その家族にとって、とても大切なことです。一生に一度の買い物です。それを任せていただくなら、半端なことはできません。関わる人間も、本気で向き合わなきゃいけないんです」

　欠陥住宅は論外。他にも、依頼主の意に反していたり、思いを汲み取れないハコを造るわけにはいかない。

　同時に、自分達の技量や会社の名前に傷をつけるような仕事はできない。そんな自負を持って、造り上げていく──それは、亡くなった祖父の口癖だった。

「そう思ってもらうには、従業員に大切に思われる会社でなきゃ駄目です。それ以上に、働いてくれる人達を大切にする会社にならなきゃ駄目なんです」

　完成した家を見た時の、依頼主の笑顔。言葉にしなくても伝わってくる気持ち。それを思いながら訴えた美冬に、瑛理は冷たく答えた。

「そうやって、利益より情を優先した結果、会社が倒産寸前になったら無意味だろう。働いている社員には一番迷惑な話だ」

　すっと、血の気が引く感覚がした。事実だ。蓮水グループの前総帥が援助してくれなければ、香月建設は倒産していた。

「……そのとおり、です」

　意図的に口調を平坦なものにして、美冬は気持ちを落ち着かせながら言葉を探した。彼は間違ってない。正論だ。それが痛いと感じるのは、美冬の我儘だ。

「見通しが甘くて、連帯保証人になってしまうような会社でしたから。でも」

　怖いくらいに冷たく整った彼の顔を、人間ではなく彫像だと思うことで感情を抑える。

「それでも、私は祖父や父の経営方針が間違っていたとは思いません。副社長は違うお考えのようですから、私がお役に立てることはないと思います」

　人情論しか考えられない馬鹿なら不要でしょう──美冬の発言は、上司に向けるに適したものではない。それでも、抑えられなかった。プライベートでは不器用なほど優しい人なのに、仕事だとこんなにも冷たくなるのか。

　少し俯いて、ぎゅっと唇を噛んだ美冬のすぐ近くで、空気が揺れる。同時に、瑛理が頭を下げた。

「──すまない。言い過ぎた」

　静かな声で詫びて、彼はゆっくり首を振って自嘲するように謝罪した。

「俺は物事を損益でしか計らないらしい。悪癖だと自覚はしてるんだが……なかなか治らない」

　心底困ったような声音に、美冬の方が面食らってしまった。

「いえ、私の方こそ失礼だと思うんですが」

「自覚してるのか」

　美冬の非礼を否定せず、瑛理が苦笑した。切れ長の瞳がやわらかく緩むと、はっとするほどの艶がある。

「まあ、損得勘定だけで生きていても、仕事の方は問題ない……いや、問題あるな。君を怒らせた」

　すまなかったと再度詫びられ、美冬は居たたまれなくなった。自分も言い過ぎた自覚はある。

「いえ。私の方こそ……」

「無理矢理、君を異動させたのは──そういう意見がほしかったからだ。俺とは違う視点での考え方、提案、価値観。君はそれを見せてくれたのに、否定するどころか侮辱した。申し訳ない」

　三度目の謝罪。ここまでくると、苦笑せざるを得なかった。こんなに何度も謝るのは、本当に悪癖だと思っているんだろう。真面目な人だ。

「自分とは違う意見を受け入れられるのは、考え方が柔軟ということです。損益で計る副社長の考え方は、慎重で堅実なんだと思います」

「冷淡だとは言われるが」

　それは多分に、彼の整いすぎた顔立ちが原因な気がする。他の誰かと同じ内容を言われたとしても、作り物めいて綺麗な彼が口にしたら、感情がないように見えてしまう。

「私も感情的になりました。申し訳ありません」

　相手の価値観を否定したのは、美冬も同じだ。しかも、それなら辞めると匂わせてしまったのは、社会人として失格だ。

「せっかく気遣ってくれたのに、嫌な思いをさせてすまなかった」

　そこで言葉を切って、彼はチラリと壁の時計に視線を向けた。

「君ともう少し打ち合わせをしたいんだが、この後、社長との会談がある。終わったら呼ぶから、それまでは君の自由にしていい」

「その間に、何か考えておけということでしょうか」

「いや。ここでの君のメインの仕事として考えてほしい」

「ここでの、仕事……？」

　思わず反復した美冬に、瑛理は頷きながら言葉を継いだ。

「業績は、新規の仕事を取って、経費を抑えれば改善するだろう。だが、単純に経費を抑えるだけでは社員の意欲は向上しないし、そうなると会社の成長も鈍くなる」

　ゆっくりと、自分自身に言い聞かせるように瑛理は話している。

「顧客満足度も高めたい。だから君に──香月建設をよく知る君に来てもらったんだ」

　そこに好意があったとはいえ、美冬を異動させたのは、まずは会社の業績向上とイメージアップの為だ。

「丁寧な仕事だけが、会社のイメージをよくするわけでもない。鈴倉様の件、ウッドデッキに関して君の意見が参考になった。あんな風に、誰でも提案できる風潮を作りたい」

「わかりました」

　業績の改善なら、経営コンサルタントでも入れればいいのにと思わなくはない。

　そう思ったものの、彼がほしいのは利益の改善だけでなく、顧客満足度その他も含んでいる。そして総帥直々の指示に、「専門家を入れました」ですむわけがないのは、美冬にもわかる。必要なのは改善という結果であって、アドバイスという手段ではないのだ。

　予想外の重責だという気がするが、信頼して任せてくれたなら、それに応えたいとも思う。

　美冬は一礼して、副社長室から自分の勤務場所に戻った。

　──暇だと思っていたが、やるべきことを指示されたこれからは、蓮水建設の為に精一杯働きたい。できる限りのことをしたい。そう思った。





＊＊＊






　美冬の背を見送った後、瑛理はスマートフォンを操作した。

　昨夜、母から届いたメッセージが表示される。

『あなたの結婚についてお話があるので、次の休みは帰宅なさい』

　命令することに慣れきった母の文体は居丈高である。が、内容が内容だけに無視もできない。放置したら、勝手に結婚式まで決められかねない。

　瑛理も、結婚まで親に決められるつもりはない。が、就職は親に言われるままだった。今まで取り立てて反抗したこともなかったから、両親は今回も自分達の思うとおりにするつもりだろう。

　仕事は、やってみたら好きになれたからいい。だが、結婚は無理だ。

　結婚してみたら好きになった──そんなことはあり得ない。美冬以外と結婚したいとは思わない。

　かといって、他の誰かとの結婚話を進めているだろう両親に、いきなり「彼女と結婚する」と美冬を会わせるつもりもない。美冬を傷つけかねないことはしたくない。

　そうすると、瑛理にできるのは「両親に結婚を断る」「美冬との結婚を認めさせる」の二つだ。その後、美冬の両親に「お嬢さんと結婚させてください」と頭を下げたい。

「……何か企んでいそうだな……」

　前振りのない召還に、瑛理は嫌な予感というものをひしひしと感じていた。




　都心の高級住宅街にある、終わりの見えない塀に囲まれた邸宅が瑛理の実家だ。蓮水グループ総帥である父と、その補佐をする母が住んでいる。二つ年上の姉は、五年前に結婚して家を出ており、今は海外事業部で働いているはずだ。

　自動で開いた門を車で通り抜け、家族用の駐車スペースに停める。父と母の車が、それぞれの定位置に停められていた。

　コンクリートで固められた駐車場を抜けると、芝生が敷きつめられた裏道に出る。そこを通って、自宅の玄関に辿り着いた。

　広大な屋敷に相応しく広い扉を開けると、使用人が出迎える。両親の居場所を聞けば、リビングルームだという。礼を言って、家族専用のリビングルームに入った。

「あら、瑛理さん」

　綺麗に染めた髪をまとめた母が顔を上げ、向かいに座っていた父──こちらは髪に白いものがちらほら混じっている──も、手にしていた書類を置いて振り向いた。

「ただいま戻りました。──先に言うけど、俺は結婚相手は自分で決めた」

「せっかちな子──待ちなさい、今なんて言ったの？」

　呆れかけた母が、瑛理の言葉の意味を把握したのか、顔色を変えた。父も微妙な表情になっている。

「結婚したい女性がいて、付き合っている。彼女のご両親の許可が出たら結婚するつもりだ」

「……あなたの今の会社に入った、補佐役のことね？」

　母は渋い顔で呟いた。その言葉からして、美冬の存在は知っていたらしい。

「蓮水建設の方からも報告は入っているの。……あなたが、補佐役の女性社員と親しすぎるとかね」

「そうですか」

　平然と受け流した瑛理に、母は眉を顰めた。

「そうですか、じゃありません。私とお父様が何もしていないと思って？」

「どうせ、彼女のことを調べたんでしょう。後ろ暗いところはありません」

「調べるまでもありませんでしたよ！」

　普段は物静かな母が、唾棄するように吐き捨てた。父が黙って手元の書類──大きく引き伸ばされた写真の束と封筒を瑛理に差し出す。

「これが何か？」

「何か、じゃないだろう、瑛理。おまえの交際相手の写真だ」

　動画もある。

　そう言われて、写真と一緒に渡された封筒は蓮水建設の社用封筒だった。中に、ＳＤカードが入っているようだ。

　写真に目を落としたら、エリカと美冬、それに見知らぬ男性が仲良く遊園地で過ごしている様子が写されていた。動画はＳＤカードに収められているのだろうが、呆れて見る気になれなかった。

「三十近い息子の交際に口を出すのはやめてもらいたいな」

「きちんとした女性なら文句は言いませんよ！　子持ち、しかも他の男性ともお付き合いしているなんて……！」

　怒りのあまり、ぷるぷると震えている母に、座るように父が促す。

「美み保ほ子こ、座りなさい。瑛理も」

「長居するつもりはないので」

「動画をご覧なさい、その女の子が『お父さん、お母さん』って呼んでいるんですよ!?　そんな女性をあなたの妻にだなんて、恥ずかしくて認められるはずないでしょう！」

「──恥ずかしいのは、母さん達の方だ」

　溜息まじりに瑛理が言うと、両親がきつく睨みつけてくる。色ボケしたのかと言いたげな視線に、どっちの判断が狂っているんだと反論したい。

「この写真の女性は、俺の恋人じゃない。その妹さんだ」

　瑛理は、見ればわかる。写っているのは美冬ではない。だが、確かによく似ている。

「な……」

「彼女は双子だ。妹さんは、結婚していて娘がいる。──この子だ」

　瑛理の言葉に、両親は唖然としていた。きちんと興信所で調べたわけではないのかと、我が親ながら情けなくなる。

「素人の撮った写真だな。ピンボケしてる。動画も似たようなものでしょう？」

「……あ、あなたの会社の社員から送られてきたものですよ。同僚に嫉まれるような人なんて」

　母の答えで、瑛理は封筒を裏返した。そこには「広報課主任　堤つつみ栄えい介すけ」と署名されている。思い出した。美冬に言い寄って、瑛理が割り込んだことで袖にされた男がいた。確か、堤といった──あの男が、この写真や動画の出所か。

「それでも、俺に文句を付けたいなら、専門家に調べさせるのが筋だろうに。ああ、さっき『きちんとした女性なら文句は言わない』って言いましたね、母さん。彼女はきちんとした女性だから、俺も誠意を持って交際しているし、このまま結婚するつもりです」

「瑛理さん！」

　尚も言い募ろうとする母に、瑛理は深く嘆息した。

「……この様子じゃ嫁いびりをしそうだから、同居はしない。冠婚葬祭も関わらせない。それが蓮水の家に相応しくないと言うなら、俺を勘当してくれればいい」

「待ちなさい、瑛理」

　踵を返しかけた瑛理に、父の制止の声がかけられた。

「私達も不確定な情報でおまえの大切な人を貶めた、それは詫びる。だが、おまえも簡単に家を捨てるようなことは言うんじゃない」

「……」

「おまえの言葉だ。三十も近くなって、感情的な言動はやめなさい」

　痛いところを突かれ、瑛理は押し黙った。勢いで、美冬との結婚を認めさせるつもりだったのだが、父は手強い。

「──一度、お相手を連れてきなさい。その時はきちんと出迎える。美保子も、それまでには落ち着いて考えなさい」

「……はい」

　母が悄然として頷いたので、瑛理も受け入れるしかない。が、釘は刺しておく。

「思い込みや誤解から、彼女を傷つけるなら俺は家を出る。母さん達にそのつもりがなくても、彼女が傷ついた場合もだ。……それでいいなら、会ってくれるよう頼んでみる」

「それでいい。──今日のことは私達が悪かった。ただ、おまえも社内の評判は気にしておくように」

「はい」

　確かに、自分の勤める社内での評判は気にしていなかった。どんな噂が飛び交っているのかわからないが、黙らせる方法はある。

　──美冬との婚約を発表してしまえばいい。

　但し、そうするには彼女の同意が必要だ。

　両親の手元にあった美冬の妹一家の写真と動画は、処分する為に引き取り──盗撮なので、美冬に見せるつもりもない──久しぶりの実家で寛ぐこともなく、瑛理は自分のマンションに戻った。




　自室のソファに気疲れした体を預け、瑛理は美冬の番号をコールした。

　十秒ほどの呼び出し音の後、美冬の声がした。

『はい』

「早いな。エリカちゃんは？」

『今週は、美春のところに泊まります。月曜まで泊まって、保育園には美春が送ってくれる予定です』

「そうか」

　実の両親と過ごす時間を増やしていく方針は実を結び、エリカは随分両親に心を開いたらしい。それが少し寂しいと、美冬が思っていることも知っている。

「なら、明日はうちに来てほしい」

『瑛理さんのお部屋ですか？』

「色々、話したい。君の部屋でもいいが」

『駄目です、散らかってる』

　くすくすと笑って、美冬は明日の昼過ぎに訪れることを約束してくれた。午前中は、部屋の片づけや洗濯に忙しいらしい。

　電話を切った後、瑛理は自分も軽く掃除した方がいいだろうかと室内を見回した。

　きちんと片づけられた部屋は、ハウスキーパーの努力の賜物だ。元々、物が多い部屋でもないので殺風景なほどだ。

　手持ち無沙汰なので、明日、美冬が来た時につまめる料理でも作ることにして、久しぶりにキッチンに立った。




　翌日、美冬は約束の時間通りに瑛理のマンションを訪れた。瀟洒で落ち着いた雰囲気のエントランスやラウンジロビーを抜け、瑛理の住むフロアまでエレベータで昇っていく。

　カーペットが敷きつめられた廊下は靴音を吸収し、さりげなく飾られた花だけが微かな生活感を漂わせていた。

　部屋のモニターフォンを押すと、少しラフなシャツにスラックス姿の瑛理が出迎えてくれた。

「お邪魔します」

　整えられた室内に入り、勧められるままにソファに腰を下ろす。ふわりと優雅な紅茶の香りがして、振り返ると、瑛理がティーカップの載ったトレーを運んできた。

「粗茶ですが、と言えばいいのか？」

　もてなしに慣れていないと苦笑する瑛理に、美冬も微笑んだ。

「いい香りですね」

「紅茶は好きだから、淹れ方だけは調べたんだ」

　そういえば、いつも瑛理はコーヒーより紅茶を好んでいた気がする。そう考えて、美冬は溜息をついた。

「どうした？」

　美冬の向かいに座った瑛理が、不思議そうに問いかける。何となく申し訳なくて、彼の顔が直視できない。

「いえ……私、瑛理さんの好きなものを殆ど知らないなと思って」

　仮にも結婚を申し込まれた恋人なのに。

　軽い自己嫌悪に陥った美冬に、瑛理は目を瞬かせた。

「仕方ない。俺は好きなものが少ない」

「でも、コーヒーよりは紅茶……ですよね？　それくらいしかわからないなんて」

「君を好きだということさえ知っていてくれればいい。後は一緒にいるうちにわかるだろうし」

　ティーカップに口づけて言われた言葉に、美冬は熱い紅茶で火傷しそうになる。

「そういうことをさらっと言わないでください」

「君の、そういうところも可愛くて好きだと思ってる」

「……だから！」

　真っ赤になった美冬に、瑛理は声を立てて笑った。彼がそんな笑い方をするのは初めてな気がする。どうやら、美冬の恋人は、とてもご機嫌麗しいらしい。

「──両親に、話をした」

「え……と、それは、私とのことを……？」

　不意に真剣な口調で言われ、美冬は意識を切り替えた。

「色々誤解されていたから、君には話さない方がいいかもしれないと思った。だけど、これから一生一緒にいる人に隠し事はしたくない」

　音を立てずにティーカップをソーサーに置き、瑛理は両手の指を組んだ。

「でもそれは俺の考えだ。君が聞きたくないなら話さない」

　選択肢を委ねられ、美冬は逡巡した。

　瑛理が「話さない方がいいかもしれない」と思う程度には、ひどい内容だったのだろうと思う。美冬を傷つけたくないという彼の配慮も、わからなくはない。冷たいように見えて、優しい人だから。

「……話してください。私がシングルマザーだと思われていた、とかですよね？　それは免疫ありますから。……瑛理さんだって、勘違いしてたでしょ？」

　美冬が敢えて明るく茶化すと、瑛理は目を瞠って──降参、と呟いた。

「以前、君に絡んでいた社員がいただろう？」

「……」

　記憶を辿るような視線になった美冬に、助け船を出してやる。

「エレベータホールで、腕を掴まれてた」

「あ、広報課の！　……あの人が、何か？」

　完全に忘れていたらしい美冬に、少しほっとした。あの男に絡まれたことは、トラウマにはなっていないようだ。

「俺を逆恨みしたのか、君を諦められないのかわからないが、エリカちゃんと美春さん達の様子を盗撮して両親に送っていた」

「……」

　さすがに恐怖を覚えたのか、美冬の顔が青ざめる。

「両親の誤解は解いた。ただ、このままだとあの男がエスカレートしかねない」

「……はい」

　顎を引いて頷く美冬に、瑛理は提案した。

「それで、君との結婚を──まずは婚約という形で公表したい」

「何がどうしてそんな答えに」

「俺と君の関係に疚しいことはないと、社内に告げておきたい。……まあ、俺が部下に手を出したという批判は甘んじて受ける」

「事実ですからね……」

　美冬の答えに地味にダメージを受けた。

「その上で、堤──広報課の男だが。彼を地方の支社に異動させる。これが君相手のことじゃなくても、彼の行動は社内の風紀を乱しかねない」

　美冬──女性社員のプライベートを調べ、間違った思い込みで行動し、それをグループ総帥に送りつけた。美冬を「素行不良」として陥れようとした、と言っていい。

「公私混同と言われてもいい。彼には懲戒処分を受けてもらう。それでも、盗撮するような男が身近にいたら、君だけじゃなく美春さん達も不安だろうから」

　簡単に都内に戻れない距離の支社に異動させると言う瑛理に、美冬は頷きを返した。

「美春には……落ち着いた頃に話します。今は、エリカを慣れさせることで手一杯のようなので、心配をかけたくないし」

「ああ。警察に引き渡すことも考えたが……初犯なら、執行猶予で済むだろうからな。君を逆恨みされても困る」

　それなら、目の届く範囲に置いておく方がいい。

　そんな瑛理の判断を、美冬は受け入れてくれた。

　──もちろん、瑛理は堤を「置いておく」だけのつもりはない。社内だけでなく、私生活も監視を付ける。そのことを説明すると、美冬の体から力が抜けた。やはり、盗撮犯を自由にすることには不安が残っていたらしい。

「君が不安になるようなことはしないし、させない」

「……はい」

　それから、と瑛理は続けた。

「君のご両親に挨拶に行きたい。結婚の許可をいただいてから、婚約を公表する」

「……蓮水グループの御曹司がいらっしゃったら、両親が卒倒しそうです」

　美冬がふう、と溜息をつく。こればかりは耐えてもらうしかない。が、美冬を困らせるのは本意ではない。

「君がどうしてもと言うなら、俺は堤の始末をつけたら退職するが」

「私は気にしません！　だから両親も大丈夫です！」

　瑛理の言葉を拒否するように、美冬はきっぱりと言い切った。今の仕事を辞めると言っても、ずっと無職でいるつもりはないのだが。

「そういうわけだから、美冬」

「……はい」

「婚約指輪を選ぼうか」

「今からですか!?」

「もうすぐ、外商が来る」

「私が受け入れる前提で予定組んでません!?」

「嫌なのか？」

　瑛理が首を傾げると、美冬はうう、と小さく呻く。そのまま、赤くなった頬を隠すように俯いた。

「……嫌じゃないです」

　か細い声が、同意を告げた。




　祖父母の代から贔屓の百貨店から、瑛理を担当しているという外商が現れたのは午後三時だった。厳重に鍵をかけたジェラルミンのケースから、様々なルースが並んだ箱を取り出す。その眩さに、美冬は一瞬目を閉じた。

「手前から、ルビー、エメラルド、サファイア、真珠となっております。こちらにはダイヤモンドを、色味を違えてご用意いたしました」

　どれも親指の先ほどもありそうな大きさだった。ダイヤモンドは、無色のものからピンク、イエロー、ブルー、グリーンが揃っている。

「定番はダイヤモンドでございますが、香月様のお好みのものが一番かと」

　清潔感のある髪型とスーツ姿の壮年の男性は、物腰も丁寧だ。瑛理から聞いたのか、美冬の名前を把握している。

「あの……私……」

「婚約指輪は男の甲斐性らしい。好きなものを選んでくれ」

　美冬が拒否しようとしたのを察してか、やんわりと逃げ道を塞がれた。

「肌が白くていらっしゃるので、どちらもよくお似合いだと思いますよ」

「そうだな。どれもいい色味だ。やはり、今いま川がわさんに間違いはないな」

「ありがとうございます。こういった宝石は、色が濃ければいいというものではありませんから。香月様にお似合いのものを最優先といたしました」

　にこやかに頷き合う男二人に精神的に詰め寄られ、美冬は身を竦めた。その時、ケースの中の淡い黄色が気になった。

　外商部員──今川が、美冬の視線がイエローダイヤモンドに注がれたことをすぐ察知し、手袋を嵌めて取り出してくれる。

「イエローダイヤモンドです。これだけの大きさで、傷はもちろん、内包物もないフローレスのクォリティです」

「……綺麗ですね」

「これにするか？　黄色がいいなら、トパーズも持ってきてもらうが」

「いえ、蓮水様。香月様にはこのくらいの黄色がお似合いかと。インペリアルトパーズだと、黄色が強く出ますので」

　今川は、得意先である瑛理にもきちんと意見する人らしい。その人の言葉なら「美冬に似合う」という見解も信頼してもいい気がした。

　が、問題は値段だ。美冬が見る限り、どこにも値段は書いていない。この大きさのダイヤモンドだ、相当な値段だとは推測できる。

「瑛理さん……」

　隣の瑛理を見上げると、彼は美冬の心を見透かしたように頷いた。

「君が気に入ったなら、これを指輪にしてもらおう」

「いえ、あの、お値段……」

「気にするな。今川さんは、俺が払えない値段のものは持ってこない。デザインは──」

「こちらに」

　すっと今川が指輪のデザイン画を何枚か差し出し、その中から美冬の好みのものを選んだら購入完了らしく、瑛理は今川が用意した書類にサインしていた。

「完成しましたら、すぐにお持ちいたします」

　そう言って立ち上がった今川が瑛理の自宅を辞するのを、美冬は半ば茫然と見送った。

　……一体、いくらの買い物なのか。あんなに簡単に購入できるものなのか。

　今更ながら、瑛理との金銭感覚の違いに目眩を覚えたが──少しずつ歩み寄るしかないと覚悟を決めた。







６．あなたの傍に








　互いの両親への挨拶は、思ったよりもスムーズに終わった。両親には美冬から説明していたこともあってか、まだ信じられないと言いたげではあったが、結婚の許可をくれた。

　瑛理の両親の方は、美冬自身への興信所を入れてはいたらしい。後ろ暗いことは何もないので気にしていないし、蓮水グループ次期総帥の結婚となれば、当然のことだとも思っている。

　ただ、エリカと美春夫婦の写真と動画については説明した。誤解していたことを詫びられたが、美冬は直接何か言われたわけではないので、謝罪を受け入れた。

　それからすぐに婚約が公表され、蓮水グループ次期総帥の婚約に経済誌が騒いでいる中で、蓮水建設の一社員──堤栄介が本社から第八営業所に異動になった。

　このことについては、瑛理が内示前に呼び出して何か話したらしいが、美冬には教えてくれない。それなりに厳しい言葉で言い聞かせたのだろうと推測して、追及は諦めた。実際、婚約披露パーティーの準備で、それどころではなかったのだ。

　五ツ星ホテルのバンケットルームでのパーティーは大変だった。撫子色の、シルクとレースのロングドレスで出席することになった美冬は、足元がとても不安だった。幸い、瑛理のエスコートとフォローは完璧だったが。

　瑛理の方はライトグレーのスーツに青いストライプのシャツ、シクラメンピンクのアスコットタイという正装で、華やかな色合いが、一見冷たくも見える彼の印象を和らげていた。

　その夜はホテルのスイートルームに泊まることになって──現在、美冬は寝室スペースで、ロングドレスを脱ぐのに苦労している。

　後ろボタンなので、一人で脱ぐのは難しいのだ。かといって、瑛理に頼むのは誘っていると思われないだろうか。

　いや、そういう行為が嫌なわけではなく、慎みというものを……と懊悩した結果、美冬は「脱げない」という現実に負けた。

　そっと寝室のドアを開けて、リビングスペースにいる瑛理に声をかける。

「瑛理さん」

「ん？」

　ノートパソコンで仕事をしていたらしい瑛理が顔を上げる。同じように正装していたのに、彼は既にジャケットもタイも外していた。

「その……脱げないので、手伝ってもらえたら」

「誘ってる？」

「違います！」

　頬が熱くなるのを感じて美冬が言うと、瑛理は楽しそうに笑った。

「冗談だ。後ろ、向いて」

　そう言って、近づいてきた瑛理の指が丁寧にボタンを外していく。開放感に包まれ、美冬はほっと溜息を漏らした。

「……美冬」

「はい？」

「その溜息は……駄目だ。誘ってる」

　断定して、瑛理が後ろから美冬を抱き締めた。振り返ろうとすると、キスで抗議の声を塞がれる。

　キスを続けながら、瑛理は器用に美冬を抱き上げ、寝室スペースに入った。そして、キングサイズのベッドに美冬を下ろし、そのまま覆い被さってくる。

「瑛理、さ……ん……っ」

　角度を変えて深いキスをされると、思考が蕩けてしまう。口内をねっとりと犯され、美冬の舌が逃げているうちに、ドレスは脱がされてしまった。

　露わになったビスチェの上からやわやわと乳房を愛撫され、美冬は体を竦ませた。それを怯えと取ったのか、瑛理の手つきはどこまでも優しい。

　顎から首筋、肩のラインを撫でられるうちに、美冬はキスに応えていた。互いの舌を絡め合い、口内を舐め合ううちに夢中になる。

　瑛理の手がビスチェをずらし、ふるりと零れた乳房を直接揉む。強く揉まれ、美冬は微かな痛みと強い快感に揺さぶられた。

「ん……っあ……」

　濡れた音を立てていた唇が離れ、瑛理の舌が美冬の白い首を辿った。掠めるように触れる濡れた感触に、体が震えるような快感を追う。

　不規則に与えられる快楽に戸惑っているうちに、瑛理の唇が乳房に吸いついた。ちゅ、と小さな音と共に吸い上げられ、美冬の唇から熱い吐息が漏れる。

「あ……っ」

　瑛理の唇がいくつも痕を残しながら乳房を愛撫し、濡れた舌が敏感になった乳首の周りを舐める。そのままぱくりと食べられ、美冬は口元に拳を当てて快感に耐えた。

　ちゅぷ、といやらしい音がして、乳首が瑛理の口の中でころころと突つかれ、ねぶられた。舌の熱さと絡みつく感覚に、美冬の背筋をぞくぞくした快楽が駆け上る。

「あ、ん……っ、ん……！」

「ここが弱いな、美冬は」

　優しく乳首を食んだまま囁かれ、美冬は小さく悲鳴を上げた。硬くなっているはずの乳首が溶けてしまいそうな快感に包まれ、身を捩る。

　もう一方の乳房に瑛理が吸いつき、さっきまで唇と舌で弄ばれていた方を、今度は指で爪弾くように遊び始める。触れられる感覚と吸い上げられる感覚、異なる愛撫に、美冬の体はまだ慣れていない。

「っあ、あ……ん、や……ぁっ……」

　淫らな音を立てて吸い上げられ、一方は指先で捏ねられる。どこまでも優しい愛撫はもどかしいほど緩やかなのに、美冬が感じる快楽は深い。

　瑛理が空いた手で腰骨を撫で、ショーツを脱がせる。美冬の足先に絡まったそれを剥ぎ取って、秘められた場所を指がそっと拓き始めた。

「ん……っ！」

　既に潤っていたそこを、指で何度か擦られる。丁寧な動きでぱくりと花を開かせ、包まれていた花芽が外気に触れると、美冬の体が大きく跳ねた。

「あ、ん……っ！」

　とろとろと蜜が零れだしたことに羞恥を覚え、両手で顔を覆う。胸を愛撫していた瑛理の唇がつうっと腹部を辿り、秘所を啄み始めた。

「や……」

「嫌？　こんなに濡れてるのに？」

　とろりとした蜜を絡ませた指を美冬に見せつけ、瑛理は不思議そうに──意地悪く問いかける。

「や……」

　恥ずかしくて泣きそうになった美冬に、瑛理は宥めるように軽いキスをくれた。

「や、じゃなくて。──君は全部が可愛いんだ」

　熱を孕んだ声で囁かれ、美冬の涙が止まりかけた時。瑛理が美冬の秘花に口づけた。予想していたとはいえ、一番敏感な部分を嬲られると、一瞬息が止まる。

　美冬が浅く息を継ぐと、瑛理の唇と舌は遠慮なく秘花を暴き、隘路を広げながら指が挿し入れられた。

「……っ」

　もう、痛みは殆どない。それでも、異物感と、その奥にある快感を期待するように、自分の胎内が蠢いたのがわかった。

「ああ、ナカも好さそうだ」

「……や、ぁ……」

　頼りなく首を振る美冬に、瑛理は指を二本に増やした。狭い膣の中を確かめて拓くように動かされる度、くちゅりと水音がした。

「ここも、好きだった？」

　指の腹の部分で、恥丘の裏を強く押される。トン、トンとリズムよく押されると、どくどくと蜜が溢れていくのがわかった。

「ん、……っ……！」

「嫌？　それとも、好い？」

「あ、あ、だめ……っ、や……！」

　蕩けきった泥濘の中、蜜壺を強く弱く刺激され、美冬の体が小さく震え始める。絶頂を迎えかけた時、瑛理が指を抜いた。

「あっ、や……」

「挿入ても嫌、抜いても嫌……美冬は我儘だ」

　それも可愛いと、秘所の近くで囁かれる。その吐息が花芽を掠めて、美冬は声にならない嬌声を零した。

「こんなに濡れて、膨らませて──気持ちいい？」

　花芽を指先で押し潰した後、唇で食みながら瑛理が問う。その快感には逆らえず、美冬は頷いた。

「ん、イイ……っ」

「ここは？」

　ぷくりと膨らんだ花芽を食べたまま、ゆっくりと歯を立てられる。過敏になった花芽には、その愛撫は強すぎた。

「ん、ん……っ！」

「気持ちいい？」

「イイ……っ……っあ、ん……！」

　瑛理が話す度に不規則に舌や唇がソコに触れ、淫らな快楽が襲ってくる。美冬は涙を浮かべ、こくこくと頷いた。

「君は、浅いところも弱かったな」

　そう言って、瑛理は指先だけを蜜壺に挿入し、何度か行き来させて擦った。それを奥深くに誘い込もうとするかのように、美冬の内襞が蠕動する。

「えいり、さ……も……いじわる、しないで……っ」

　嗚咽のように懇願すると、瑛理が指の動きを止めた。

「もっと、奥……奥まで、突いて……っ」

　こんなに直接的にねだったことは、今までにない。ただ、浅いところを擦られるだけでは到底足りない快感を、美冬はもう知ってしまっている。

「君はいやらしくて──いい子だ」

　そう言うと、瑛理は引き締まった体を見せつけるようにシャツを脱いだ。張りつめた彼自身に、避妊具を被せていく。

　それが自分を貫いた時の快感を思い出し、知らず、腰が揺れていた。

「そんなに可愛いねだり方、いつ覚えた？」

　苦笑しながら、瑛理は美冬の両脚を開かせた。そして中心に自身を宛がい、溢れる蜜を潤滑油にして、一気に美冬の最奥を突いた。

「あ、あ──！」

　堪えきれなかった嬌声が唇から溢れ、美冬の脚は爪先までピンと伸びる。異物感と快感に強張った体をほぐすように、瑛理が美冬の体を撫でた。

「っあ、あ……っん、あ……！」

　ずぷりと奥深くまで突かれ、すぐに切っ先辺りまでを引き抜く。体が緩んだ瞬間、また根元まで埋められる。そんな激しい律動にも、美冬の体は狂喜するように瑛理を包み込んでいる。

「あ、ん、ん、っあ……っん、ん……っ」

　意味を成さない甘ったるい声を振りまく美冬に、瑛理が微かに乱れた呼吸のまま口づけてきた。そのキスに夢中で応えながら、美冬のナカは瑛理を迎え入れ、絡みついていく。

「ん、ん……っ！」

　両腕を瑛理の首に縋り、両脚は彼の腰に絡みつき──美冬は、全身で彼を受け入れる。

　何度も抽挿される度、律動はより激しくなり、高みを目指すように荒々しくなった。

「ん、……っ」

　ズン、と最奥よりももっと奥を突かれた感覚がする。自分のナカが嵐の海よりもうねりながら瑛理を求め、締めつけている。

　その淫りがわしい快感に逆らわず、美冬は瑛理を求めた。

　昂ぶった彼自身が何度も膣を行き来し、子宮の入り口にすら届きそうなほど穿たれる。その乱暴な動きさえ愛しくて、美冬は瑛理に何度もキスをした。

「っあ、ん……ん……！」

　嬌声は彼の口内に呑み込まれ、美冬自身にもくぐもった声しか聞こえない。耳を打つのは、ずぷずぷと濡れて泡立つ、二人が繋がった場所からの音だけだった。

「っん、ん……！」

　夢中でキスをしているうちに、下腹部が熱くなり、きゅうっと締めつけられるような感覚が走る。絶頂が近いと直感的に悟った美冬は、瑛理の首に絡めていた手を彼の背中に廻した。

　縋るように、彼の素肌に指を立てる。キスの合間に、瑛理が乱れた吐息で告げた。

「爪を立てていいから」

「で、も……っ」

「誰にも見えない。君にしか」

　甘く告げられ、美冬は素直に瑛理の肩口に爪を立てた。

　その瞬間、瑛理の腰の動きが更に乱れ、美冬を翻弄する。

「あ、だめ……あ、あ……っ」

「気持ちいいなら、そのままイッていい」

「でも、あ……っあ、あ──！」

　襲ってきた快感は、耐えきれるものではなく──美冬は、瑛理の肩にしがみついて絶頂を迎えた。

「あ──……！」

　細い声が漏れ、絶頂の余韻を味わうように胎内が蠕動する。

「……っ」

　低く呻いた瑛理も達したらしく、秀麗な顔が眉を寄せている。避妊具越しに注がれた精の熱さを心地よく感じながら、美冬は力の抜けた体をベッドに横たえた。





＊＊＊






　事後、ベッドの上で睦み合うことにも慣れてきた。

　時折、コトが終わったら眠ってしまう美冬が、今日はちゃんと意識を保っている。汗で濡れた額から前髪を払い、そっと口づけた。

「……美冬」

「はい？」

「愛してる。今更かもしれないが」

「……知ってます」

　微笑んで、美冬は瑛理の首筋に顔を埋めた。

「私も……好きです。愛かはわかりません」

　耳まで真っ赤になっている美冬が可愛くて、瑛理はそっと彼女を抱き締めた。

「素直じゃないな、君は」

「だって、初めて……こんなに好きになったのは、初めてなんです。愛なのかどうかわからないもの」

「俺も、こんなに好きなのもほしいのも、君が初めてだ」

「それも、知ってます」

　そこは信じてくれるのに、愛はわからないと言う美冬が愛しいと思う。

「俺を好きだと思ってくれるならそれでいい。愛じゃなくても、君が傍にいてくれるならいい」

　愛していても離れられるくらいなら、愛じゃなくていい。

　そう言って、美冬の髪に口づけた。

「君が俺を愛していても愛してなくても、俺は君の傍で君を愛し続けるから」

「そう言われると……私がひどい女ですね……」

「ひどい女だとは思う。でも、俺は君がいい」

　むしろ美冬でなければ駄目だ。美冬以外は、ほしくない。

　瑛理の心情を推し量ったのか、美冬がくすくすと笑い出した。

「傍にいます、ずっと」

　──いつか、あなたに「愛してる」と素直に言える日まで。

　恥ずかしそうに言うと、美冬は瑛理の唇に触れるだけのキスをした。

「……男の人に、愛してるって言うのは恥ずかしいんです」

「恥ずかしいことならいっぱいしたのに？」

「そういう、ちょっと意地悪なところも好きですけど！」

　拗ねたように言う美冬に、瑛理はキスを返した。

　──そのキスが止まらなくなるまで、あと三十秒。







エピローグ








「じゃあ、気をつけてね」

「……うん。みふゆちゃんも」

　エリカの引っ越しの日。小学校入学前に、という美春夫婦の希望もあり、今日、エリカは美冬の手元を離れる。

　今は、美冬のマンションの前の道路の片隅で、別れの挨拶をしている。

「あそびにきてね。エリカのこと、わすれないでね」

「忘れるわけないでしょ？」

　腰を屈め、エリカに目線を合わせる。頷いたエリカは、美冬の隣に視線を移した。

「えいりくんも、みふゆちゃんのこと、だいじにしてね」

「約束する」

　同じく屈み込んだ瑛理が、エリカと指切りを交わす。その様子を、美冬だけでなく美春と和也も微笑みながら見守っていた。

「エリカ。美冬ちゃんの結婚式、頑張るんだもんね？」

　泣き出しそうな娘の気配を感じたのか、美春が話題を変える。

「うん」

　来月に予定されている挙式では、エリカにリングガールを頼んでいる。大好きな美冬の為に、エリカも張り切っていた。

「みふゆちゃん。さいごに一回だけ、いい？」

「なあに？」

「いままでエリカといっしょにいてくれてありがとう、──ママ」

　最後だから、ともう一度繰り返して、エリカは屈んでいた美冬に抱きついた。

「……エリカ……」

　ぽろっと涙が溢れた美冬は、エリカを抱き締め返す。瑛理が優しくその肩を叩くと、エリカを離して立ち上がり──瑛理の肩に顔を埋めて泣き出した。

「美冬ちゃん……」

「ごめ……色々、思い出して……ごめん、泣くつもり、なかったのに……」

「ううん。私こそ……勝手ばかりで……ごめんね、美冬ちゃ……」

　美春まで泣き出してしまい、和也が宥めるように肩を抱いた。それを見て、瑛理はエリカに話しかけた。

「お母さん達は泣き虫だな。エリカちゃんは泣いてないのに」

「そうなの。みふゆちゃんは泣き虫だから、えいりくん、まもってあげてね。おかあさんも、泣き虫なの。みんな泣くとこまるから、エリカは泣かないの」

「美冬。笑って見送るんだろう？」

　美冬の髪を撫でながら瑛理が諭すと、美冬は涙に濡れた目でエリカに振り返った。

「……エリカ。お父さんとお母さんの言うことを聞いてね。何かあったら、私じゃなくてお母さんに話すのよ」

「うん。わかってる」

「美春。和也くん。今までエリカを育てさせてくれて、ありがとう」

　深く頭を下げた美冬に、美春も泣き止んで首を振る。

「私こそ……美冬ちゃんに甘えてばかりで……」

「いいの。私は美春のお姉ちゃんなんだから」

　感極まったらしい姉妹二人はまた泣きながら抱き締め合う。苦笑した瑛理を、エリカが手招きしている。

　もう一度身を屈めた瑛理に、エリカは耳打ちした。

「あのね、エリカはね。ママがママのままで、えいりくんがパパになってもよかったよ」

「……うん」

　エリカなりの、最大限の好意の表明だろう。大好きな「ママ」と並んでもいいという言葉は。

「でも、エリカにはおとうさんもおかあさんもいるから。……みふゆちゃんのこども、えいりくん、かわいがってあげてね」

「え？」

　瑛理が訊き返すと同時に、エリカはたたっと駆け出し、停めてあった和也の車に乗り込んだ。

「みふゆちゃんには、まだないしょにしてね！」

　そう笑って、ドア越しに手を振っている。その後を追うように和也が運転席に座り、美春も、美冬に背を押されて助手席に乗り込んだ。

　そのまま三人を見送った後、美冬が瑛理に問いかける。

「私にはまだ内緒って……何？」

「……想像はつくんだが、確証がないから言えない。まだ内緒、だし」

　エリカの予言と瑛理の想像が確定するのは、結婚式の一ヶ月後──美冬の妊娠が判明した時だった。

　結婚に渋い顔をしていたはずの蓮水夫妻は、報告を聞くなり狂喜乱舞し、美冬の為に蓮水建設の産休と育休制度を更に手厚いものにしようとし、当の美冬に止められた。

　七ヶ月後に生まれた男児には、両親と双方の祖父母、叔母一家に溺愛される日々が待っている。
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　はじめまして。神かみ城しろ葵あおいと申します。拙作をご覧いただき、ありがとうございます。

　この作品、濃蜜ラブルージュ様らしからぬ作品かな……という懸念がありますが、少しでもお気に召していただけることを願っております。

　お声がけいただいた時は「私でいいの!?」と驚きました。濃蜜ラブルージュ様といえば濃密なエロス。エロスです。基本的に「素っ気ない文章」と言われる私に、そんな濃厚かつ蜜甘なエロスが書けるだろうかと不安はありましたが、「ＯＫです！」と背を押してくださった担当様のお言葉に甘えました。

　今作は、実は何度か書き直したのですが、その度にヒーローの瑛理のキャラが変わり、把握するのに手こずりました。ヒロインである美冬は一貫してブレませんでした。

　瑛理の一目惚れと勘違いから始まるやや強引な関係、なのに恋の鞘当てもなく淡々と進んでいく二人……薄くない？　淡泊じゃない？　と自問自答しながら書き進めました。

　今となっては、あまりドラマティックとはいえない穏やかな恋愛の方が、この二人には向いていたのかなと思います。普通の恋愛をして、普通に幸せになってくれるのではないかなーと解釈しております。

　素敵な恋愛小説の合間に、のんびりとご高覧いただければ嬉しいです。




　最後になりますが、感謝を。

　お読みくださった読者様。

　素敵な表紙絵を描いてくださった小こ島じまきいち先生。

　見守ってくださった編集様。

　皆様、ありがとうございました。またお会いしていただけるよう精進いたします。






神城葵
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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